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大学院日本語教育研究科は、「理論と実践の統合」、「早稲田から世界に発信」を合い言葉に、

日本語教育の理念、理論の裏付けのもとで様々な実践活動の場を提供し、日本語教育学を深く学ぶ環境を整えています。

多様化する日本語教育の世界で、研究面、教員養成面でモデルとなる組織体制を構築し、日本語教育学を確立することで、

社会をリードする研究教育機関として世界中の日本語教育に貢献する人材を輩出することを目指しています。

早稲田大学大学院日本語教育研究科（通称：日
 にっけん

研）は、2021年に、開設20周年を迎えま

した。日本語教育を主専攻とする独立研究科として、さまざまな学際領域に、力強く発信

を続け、これまでに、985名の修士号と、89名の博士号取得者（いずれも、日本語教育学）

を輩出（23年9月21日時点）し、修了生は、国内外の教育機関や民間企業等で、幅広く活

躍しています。

2023年現在、日本語教育に従事する関係者は、予測しがたい社会課題に直面しており、

なかでも、新型コロナウィルス感染症によって引き起こされた困難な状況を好転させるべ

く、日本語教育の機会の拡充に向けた努力を続けています。留学生はもちろんのこと、と

りわけ、外国にルーツをも持つ幼児・児童・生徒をはじめ、留学生、経済連携協定（EPA）に

よる看護・介護従事候補者、技能実習生や特定技能就労者などの被用者、難民・避難民

への日本語教育の他、地域における日本語教育や、海外の日本語学習者だけではなく、

日本語を母語とする人々の理解と関心の増進なども喫緊の課題となっています。

そうした流れの中で、法務省の「日本語教育機関の告示基準」に示された、日本語教

師になるための資格取得要件に加え、文化庁では、質の高い、多様な日本語教師の

確保のため、日本語教師の養成修了段階の専門性を有することを確認する、国家資格

「登録日本語教員」制度の創設が、2024年度以降の実施に向けて検討されています。 

ただ、国家資格化は、あくまで行政措置であって、即座に、日本語教師の社会的認知度

が上がり、職場環境等の待遇改善や、人手不足の解消につながるわけではありません。 

これは、日研に入学し、日本語教育学に関する知識と実践力を修得することで、社会創生

に貢献できる人材となることをめざす皆さんが果たすべき、重要な課題解決のタスクとも

言えます。そのために、日研では、「日本語」「学習と教育」「社会」を３本柱に据えた、理論

と実践を両輪とする多様なカリキュラムを用意しています。これは、日研の、第一の特長と

も言え、そうした多様なカリキュラムを運用する上で、大学も対面授業による学びに戻り

つつある中、培ってきたオンラインの知見を生かし、21世紀型スキルの獲得をめざした、

アクティブラーニングを積極的に導入しています。皆さんをお迎えする教職員は、ウィズ

コロナの時代において、自律性をもち、持続的な学びが、どのように可能となるかを、これ

からも考え続けていきます。

日研が特長とする、もう一つの多様性は、在籍者の国籍、年代に加え、積み重ねてきた社

会的および職業的キャリアや、日本語教育観にも表れています。世界各地で活躍する修

了生をつなぐグローバル・ネットワークも活発化しており、充実した奨学金制度と共に、日

研への持続可能な支援体制が構築されています。

世界の日本語教育の発信拠点（transmission point）を考える場合、東アジアの役割や 

貢献は、依然として大きいものの、東南アジアをはじめとした他の地域も、独自の発展を

遂げつつあり、そうした動態的に変容する、グローバルレベルのプロセスを読み解く能力

（コンピテンシー）が求められています。また、機関数・教師数・学習者数などといった、 

日本語教育の統計的特徴に注目するだけではなく、質の高い教師養成・研修、専門分野

別日本語教育研究の発展、教材開発、オンラインを含むカリキュラムデザイン、日本語 

教育政策の構築などが重要課題となります。

日研は、これからも、日本語教育の中核を成す研究および教育拠点である、CoE（Center 

of Excellence）としての役割を担うべく、入学に関心を寄せる皆さんに、発信していきたい

と思います。

早稲田大学大学院日本語教育研究科長

宮崎 里司

研究科長挨拶
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３つの方針３つの方針
大学院日本語教育研究科では修了認定・学位授与に関する方針、教育課程の編成・実施の方針、

入学者受入方針を次のように定めています。

早 稲田大学の総合性・独創性を生かし、体系的な教育課程と、全学的な教育環境と学生生活環境のもとに、多
様な学問・文化・言語・価値観の交流を育み、地球社会に主体的に貢献できる人材を育成する。

　日本語教育研究科では、ますます多言語化・多文化化する社会状況の中で多様な言語・文化背景を持ちつつ
日本語によるコミュニケーションを学ぶ学習者のための言語教育を、そしてそのような言語教育が実現できる社
会の構築に貢献できる人材を育成することを目指している。
　修士課程では、日本語教育学の高度な専門性を備えた実践的な専門家を養成する。
　博士後期課程では、日本語教育学の高度な専門性と実践力に加え、日本語教育学をさらに発展できる研究能
力を有する実践研究者の養成を主眼とする。

修了認定・
学位授与に
関する方針

ディプロマ・ポリシー

教育課程の
編成・実施

の方針

本研究科では、多様な言語観･能力観･教育観の共存する日本語教育界において、学生一人ひとりが自らの
立場を形成･更新することを目的として、教育カリキュラムをデザインしている。

　修士課程の教育カリキュラムは、次の３つの柱により構成されている。
　第１は、「理論研究」として、必修科目である「日本語教育学入門」「日本語教育学研究方法論」の他、言語、
言語教育、言語文化、コミュニケーション、教授法、言語習得、学習環境、言語教育政策など、日本語教育を取
り巻く今日的課題を複合的な視点で捉え、最新の研究成果に基づいて理論的に実証・研究するものである。
同科目群により「専門知識」を得、また学修の過程における議論等により「コミュニケーション力」を養成する。 
　第２は、「実践研究」として、学内日本語教育研究センターの日本語教育プログラムと連動した日本語教育
者養成プログラムを展開しているほか、いくつかの学外教育機関との提携によりさまざまな教育実践と社会
連携を行っている。これらは、日本語教育の現場に密着した指導により日本語教育者としての「実践能力」を
養成するものである。また、日本語教育学の実践という性質上、国籍、言語、文化の異なる人との協働が求め
られることから「国際性」が養成される。 
　第３は、｢演習｣として、上記の理論･実践の考え方と方法を、一人ひとりがどのように自分のものとして身に
つけることができるのか、またそれにはどのような環境づくりが必要か、さらにそこで実践者はどのようなこと
ができるのかなど、理論･実践の両面の視点から修士論文の作成を中心に検討している。その過程で「問題
発見・解決力」「コミュニケーション力」を養成する。 
　博士後期課程においては、多様な言語観･能力観･教育観の共存する日本語教育界に身を置きつつ博士
論文の作成が可能な教育カリキュラムをデザインしている。具体的には、単位取得を要件としないため、博士
後期課程に在籍しながら国内外の日本語教育現場で実践を積むことができる。主指導教員のほかに２名の
副指導教員をおく３名体制をとることにより、多角的な視点から研究指導を受けることができる。また、日本
語教育の理論、および、実践について、自ら必要とするタイミングに応じて教育機会を受けられるよう、修士課
程の授業科目を自由に履修できる制度をとっている。博士論文の作成には、「専門知識」「実践能力」「問題発
見・解決能力」「コミュニケーション力」「国際性」のすべての能力が必要とされるが、この制度により各々の学
生の必要性に応じて柔軟に対応する。

カリキュラム・ポリシー

入学者
受入方針

早 稲田大学では、『学問の独立』の教育理念のもとで、一定の高い基礎学力を持ち、かつ知的好奇心が
旺盛で、本学の理念である進取の精神に富む、勉学意欲の高い学生を、わが国をはじめ世界から多

数迎え入れる。
　国内外における日本語教育の需要の増大と多様化の時代にあって、日本語教育は大きな転換期を迎え、こうし
た変化に対応可能な、かつ高度な知識と実践力のある日本語教育専門家が強く求められている。このような社会
的ニーズに応えるべく、本研究科では、日本語教育の現職経験者、多様な社会経験を有する者など、日本語教育
に強い関心と意欲を持つ者を積極的に受け入れている。
　修士課程においては、日本国内外の受験生を対象とした一般入試に加え、学内選抜入試、海外指定校制度、国
費留学生等入試など多様な入学制度を設けている。なお、一般入試には学校や行政機関の常勤教職員を対象と
した現職社会人コースも含まれる。博士後期課程においては、一般入試に加え、国費留学生等入試、中国国家建
設高水準大学公費派遣研究生受入制度を設けている。いずれの入試も、面接をオンラインで行うなど、国内外を
問わず、どこからでも受験が可能である。
　本研究科では、修士課程・博士後期課程ともセメスターごとに入学者選抜を行い、世界各国・各地域の留学生、
現職の日本語教師、社会人など、それぞれ異なる背景を持った様々な人たちを広く迎え、日本語教育学の専門家
を養成している。

アドミッション・ポリシー

基本理念

日本語教育が創出する日本語教育が創出する
未来未来

現 代社会においては、人びとが国境を越えて移動し、さま 

ざまな言葉を使って、共に学んだり、仕事をしたりする機会が

日常化しています。多様な背景を持つ人びとが、言語や文化を越え

て、いかにコミュニケーションをとり、相互理解を深めていけるかは、

現代に生きる私たちの共通課題だといってよいでしょう。コミュニ

ケーションの実践にあたっては、言語がきわめて重要です。日本語

を使ったコミュニケーションも例外ではなく、世界のさまざまな地域

で、日本語でのコミュニケーションが行われています。「日本人」「日

本語母語話者」といった人びとが介在しない日本語のコミュニケー

ションも決して珍しいものではありません。このような現代社会に

おいて、日本語教育が果たす役割とは何か。日本語教育によってど

のような未来を創出できるのか。日本語教育研究科は、常に考え

ています。

育成する人材像

日本語教育学の知見を日本語教育学の知見を
持って社会に貢献する持って社会に貢献する
人材人材

当研究科が目指しているのは、日本語教育学の知見を持って

社会作りに貢献できる人材の育成です。たとえば「日本語

教師」はその一例です。日本語を学びたいと思っている人びとの

多様なニーズ、背景を汲みとることができ、それに応えて、適切な

コースがデザインできる、そのような「日本語教師」が社会において

果たす役割は、ますます大きなものとなっています。また、日本語

教育学の知見を持って活躍できる人材は、必ずしも「日本語教師」

ばかりではありません。「言語」を学ぶというのはどのような営みな

のか。新しい「言語」を獲得するということは、個人にとって、社会に

とってどのような意味を持つのか。このような広い視野で日本語

教育学をとらえ、その学びを自身の中に落とし込み、大学院で得た

知見を実践の中で生かし、相互理解と相互尊重を深めていける。

日本語教育研究科は、そのような人材を育成します。

教育理念
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日本語教育学の創生―
多岐にわたる領域をカバーする
総合的な「日本語教育学理論研究」

日本語教育とは、「日本語の教育」と言い換えることができます。

しかし日本語研究の成果をそのまま教育に応用することが

日本語教育ではありません。「複雑な体系を持っている日本語」を、

「重層的な社会」において、「多様な人びとが教える／学ぶ」という

のは、いったいどのような営みなのでしょうか。それを研究対象と

する日本語教育学の全体像は、どのように描けるでしょうか。当研究科

では、「日本語」「学習と教育」「社会」をカリキュラムの３本柱に据える

ことにより、多岐にわたる領域をカバーする総合的な「日本語教育学

理論研究」科目を展開しています。

実践的なカリキュラム―日本語教育の
多様化と社会のニーズに応える

「日本語教育実践研究」

当研究科のカリキュラムの特色のひとつに「日本語教育実践

研究」科目があります。当研究科の専任教員は、全員それぞれ

異なる日本語教育現場を舞台にこの科目を展開しています。学内

の日本語教育研究センター（下述）だけでなく、地域に開かれた

日本語教室、都内教育委員会との連携、Webなどを利用した遠隔

授業、海外の日本語教育機関への派遣プログラムなど多様であり、

上記の理論研究科目と連動することにより、高度な実践力、教育力を

持った人材を育成する仕組みを備えています。

研究室を横断して行われる
「演習」と「研究指導」

当研究科修士課程では、1年次の前半は研究指導教員を指定せ

ず、全専任教員が合同で担当する「基礎演習」を履修します。

自らの研究テーマについて、全専任教員からアドバイスを受け、意

見交換をすることにより、日本語教育学に関する視野を広げ、研究

計画を洗練させていきます。そして、1学期目終了時に、2学期目以

降の研究指導教員を学生自らが選ぶ仕組みをとっています。

博士後期課程では、入学時に学生が研究指導教員を指定し、入学直

後から博士論文の作成に取りかかります。研究指導教員（主指導

教員）と、2名の副指導教員から成る指導体制が組まれ、多様な

視点から研究内容を深化、俯瞰できる仕組みをとっています。

研究と実践をさらに充実させるための
サポート体制

当研究科では、在学生、修了生が日本語教育学の研究と実践

をさらに充実させることができるよう、正規授業以外にも、

さまざまなサポート体制を備えています。

●� 修士課程・博士後期課程の在学生も投稿可能な、ダブルブラ 

 インドの査読システムをとっている研究科紀要『早稲田日本語 

 教育学』（17ページ参照）

● �授業ＴＡ、ノンディグリー講座アシスタント、授業ボランティア等、 

在学中からさまざまな実践経験を積める機会

●� 国内外の日本語教育機関への推薦・派遣制度（ＴＡ、講師、教授等）

●� 国内外で活躍する修了生を招き、経験談を直接聞くことができる 

 「キャリアセミナー」 （23ページ参照）

●� 研究科を母体に設立され、年1回の研究大会を行う「早稲田大学 

日本語教育学会」

早稲田大学には、約5,500名の外国人学生が在籍してい

ます。CJLは全学の日本語教育を一元的に担う学内機関とし

て、200名を超える教育スタッフによって展開される、週

あたり約550コマの日本語授業を開講しています。当研

究科の専任教員は全員CJLのセンター員を兼任しており、 

うち6名はCJLの日本語授業を実践研究科目の現場とし、 

生きた日本語教育実践の機会を提供しています。

現役日本語教師 学部新卒者 留学生 企業・学校等経験者

●学会・研究会での発表

●学術雑誌への論文投稿

大学院
博士後期課程

国内外日本語
教育機関・教員

日本語教育
研究センター・

インストラクター

自治体・団体等・
職員

日本語教育研究センター
（Center for Japanese Language（CJL））とは

●授業TA、授業ボランティア
　などの実践機会

●「日研派遣」による国内外での
   教育実践

学校・教職員 企業等・社員

入  学

修  了

 大学院日本語教育 研究科修士課程

理論と実 践の連動

「「理論研究理論研究」 」 「「実践研究実践研究」」 「「演習演習」 」 「「研究指導研究指導」」

日本語教育研究科の特色
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カリキュラム

当研究科は、学部を持たない独立研究科であるため、修士課程に入学して

くる学生の背景、経験等はさまざまです。修士課程のカリキュラムは、

多彩な「日本語教育学理論研究」および「日本語教育実践研究」を組み

1

2

3

4

コースⅠ

修了要件
2年以上在学し、所定の授業科目について30単位以上修得し、必要な研究指導を受けたうえで、修士論文を提出し、

最終試験に合格した者に対して、「修士（日本語教育学）」の学位が授与されます。カリキュラム・単位の履修モデルは、以下のとおりです。

合わせることにより、それぞれの経験、興味・関心に合わせた２年間

の学びを自由にデザインすることができます。

入学 学期

修了

コースⅡは、学校＊や行政機関において日本語教育を担う人材を育成

することを目的に設置しています。学校や行政機関の専任教職員を対

象とし、1年次は職場を離れて大学院で学び、2年次は所属する職場に

1

2

3

4

コースⅡ

戻って日本語教育に係る実践を行い、修士論文を提出し、計2年で修了

するコースです。

＊学校教育法第１条で定める学校

入学 学期

修了

応用演習	  　論文中間発表
	  　2期目研究ノート提出

応用演習	  　3期目論文提出

修士論文提出

2年目は職場に戻る
3期目論文提出

修士論文提出

基礎演習（合同） 研究計画提出	  　指導教員の決定

基礎演習（合同）　研究計画提出
応用演習	   　指導教員の決定　

日本語教育
実践研究

研
究
指
導

日本語教育学
理論研究

日本語教育学
理論研究

日本語教育
実践研究

研
究
指
導職場における実践

当 研究科修士課程には、「日本語教育学理論研究」「日本語教育

実践研究」「日本語教育学演習」の３つのカテゴリーの授業科

目が設置されています。これらの科目をバランスよく履修することにより、 

最新の理論と高度な実践力を持った日本語教育の専門家を育成しま

す。また、授業科目の履修以外に「ティーチングアシスタント（ＴＡ）」「授業

ボランティア」といった、多様な実践経験を積める機会があり、それらを

利用することにより、一人ひとりに合ったキャリアをデザインすることが

できます。

応用演習	  　論文中間発表
	  　2期目研究ノート提出

修士課程 修士課程
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協働で創られる地域日本語教室「にほんご・わせだの森」
ファム トュアンチン （2022年4月入学）

　「日本語教育実践研究（1）」は、「にほんご・わせだの森」という地域日本語教室をフィールドとし、日本語教育の意
味と実践方法について体験的に学ぶことができる実践科目です。
　まず、受講生同士で、「自分が創りたい教室」を語り合い、日本語教室という場の意味を共に考えます。次に、それに
基づいて、具体的な運営方針や、実施方法を仲間と一緒に決定し、実践を行います。そして、実践した結果について
振り返りを行い、次の実践を改善します。
　私は、このような対話的で協働的な学びのプロセスによって、自分の考える「日本語教育」を具現化する力を 
伸ばすことができました。また、試行錯誤しながら、仲間とともに「にほん・わせだの森」を創り、その楽しさを味わう貴
重な経験でした。

履修モデル

科目区分 内　容 コース
1年次 2年次

必要単位数
1学期目 2学期目 3学期目 4学期目

日本語教育学

理論研究
日本語教育のために必要な基礎的理論と日本語教育学の
研究方法を学ぶことを目的とします。 共通 6単位※1 4単位※2 － － 10単位

（2単位×5科目）

日本語教育

実践研究
様々な日本語教育現場において、シラバス立案、教材作成、
教授方法、評価活動などを実践することによって、高度な
実践力を身につけることを目的とします。

共通 3単位 3単位 3単位 － 9単位
（3単位×3科目）

日本語教育学

演習
日本語教育学を研究するためのテーマの設定を中心に、	
専門家としての能力を身につけるための問題発見とその解決
のための体系的な研究方法を身につけることを目的とします。

Ⅰ 2単位 4単位 4単位 － 10単位
（基礎演習2単位

応用演習
2単位×4科目）Ⅱ 6単位 4単位 － －

自由選択科目
日本語教育学理論研究、日本語教育実践研究、日本語教
育学演習および他研究科設置科目から1単位以上を履修し
ます。

共通 1単位 1単位

30単位

当研究科の科目は半期開講を中心とし、修士課程の2年間は4学期に分かれています。

修了に必要な単位数および標準的な単位の修得数は以下のとおりです。

配当科目一覧（2023年度）
科目区分 科目名

日本語教育学

理論研究（各2単位）

地域日本語教育論、待遇表現論、年少者日本語教育論、文法論、語彙論、音声学、言語文化論、第二言語習得論、
教材・教具論、日本語学概論、言語心理学、教育工学論、異文化コミュニケーション教育論、文章・談話論、
学習環境デザイン論、日本語教育史、言語教育政策論、量的研究法、質的研究法、外国語教授法、対照言語学、
日本語教育評価論、言語コーパス論、世界の日本語教育、日本語教育学入門、日本語教育研究方法論、文字・表記論、
社会言語学、公共日本語教育学、コースデザイン、日本語教育学特殊研究（1）（アカデミック・ライティングⅠ）、
日本語教育学特殊研究（2）（アカデミック・ライティングⅡ）、日本語教育学特殊研究（3）（日本語授業デザイン）、
日本語教育学特殊研究（４）（外国人の受け入れと日本の言語政策）

日本語教育

実践研究（各3単位） 日本語教育実践研究（1～18）

日本語教育学

演習（各2単位） 日本語教育学基礎演習、日本語教育学応用演習

国際的な日本語教育現場で「日本語を教えること」について考え直す
周 晏清 （2023年9月入学）

　学部生の時期に、日本語講師として中国の中学校や日本語補習塾で働いたことがあります。従来の講義型授業に
疲れている学生の姿を見て、より体系的な教授スキルを習得し、学生たちも楽しめる面白いかつ効率的な授業を実践
を通じて創出したく、日研への進学を決めました。
　日研での授業は、研究を指導する演習科目、理論を教える理論科目、そして実際に教育現場に臨む実践科目と三つ
の柱からなっています。演習科目では、日研の教授陣から自分の研究計画を指導してもらったり、同級生同士の経験
談に耳を傾け、お互い意見を交わしたりして、「自分にとって、研究とは何か」について改めて考えることができます。 
　「日本語教育実践研究（18）」では、私たちは「たまご先生」として、留学生向けのスピーチ・インタビュー・ディスカッ
ションの授業を自らデザインして教えています。今まで体験した中国語を媒介語として日本語を教える現場と違い、
様々な言語背景を持つ初級学習者を対象とするとき、どのようにしてわかりやすく授業内容を学生たちに届け、楽しま
せるか、私にとっては自分の日本語教育能力を鍛える場であり、今までの授業方法を問い直す機会でもあります。
　日研での学習生活は決して楽とは言えませんが、とても充実した毎日を過ごしています。ここでの学びや経験はきっ
と、将来、各領域での活躍の礎になるでしょう。

多様性と変化に対応する日本語教育を模索する
櫻庭 律子 （2023年4月入学）

　「日本語教育実践研究（12）」では、「持続可能性」と「ITスキル」の二つのキーワードから、海外協定校との交流を実
施し、また反転授業のノウハウを学びます。
　交流では、協定校の日本語科に所属する大学院生と打ち合わせを重ね、日本語教育に関して長期的に意見交換
ができる場をつくっていきます。交流を通して、それぞれの学習観や教育観の違いを認識するだけでなく、言語教育
政策の現状について理解を深めることができました。
　反転授業の実践では、「社会文化」と「文法」の授業をデザインし、２本の動画を作成します。動画視聴後に対面で
行う教室活動や授業全体の評価などを考えていく中で、特に学習者の積極的なやりとりを促すトピックや説明を考え
ることが大きな学びとなりました。SNSや生成AIにより、学習スタイルが変化していく中で、持続可能かつ新しい日本
語教育のあり方を考える大切さを実感しました。

「日本語教育実践研究」科目とは？
学内外の多様な現場における教育実践
　修士課程では「日本語教育実践研究」科目を９単位（３単位×３科

目）以上履修することが必須となっています。「日本語教育実践研究」

科目は、毎学期、当研究科の全専任教員が開講しており、その現場は

学内の日本語教育研究センターの日本語授業をはじめ、地域に開か

れた日本語教室、都内教育委員会と連携した子どもたちへの日本語

支援、Webなどを利用した遠隔授業など多様です。また、当研究科で

は、海外の協定大学において約１学期間、日本語教育のさまざまな実

践経験を積める派遣プログラムも準備されています。

［海外実践協定大学（2023年度時点）：タマサート大学、コンケン大学（タイ）、 

ミュンヘン大学（ドイツ）、ベオグラード大学（セルビア）、カーロリ・ガーシュパール・ 

カルビン派大学（ハンガリー）］

※1.「日本語教育学入門」を必修としています。　※2.「日本語教育研究方法論」を必修としています。

修士課程
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2023年3月修了
● 「海外につながる子ども」のことばとこころを育てる複言語教育の試み  
	 ― 「海外につながる子ども」として成長した人々のライフストーリーを使用した実践から ―
● 日本語教育におけるジェンダー表現  ― 母語話者と学習者の意識調査に基づく考察 ―
● 「技能実習生」と「日本語」はどのように捉えられてきたか  ― 国会会議録と技能実習生用教科書の分析から ―
● 日本語教育の共修は日本人大学生のより良い人生をどのように支えるか  ― 日本人への多文化共生を実現するために ―
● 特定の文脈における日本語能力試験の意味生成  ― 日本語能力試験を「不確実」に意味づけた中国人学習者の事例から ―
● 「趣味」として日本語を学ぶ海外の成人学習者に対する日本語学習支援とは  ― 「読書会」に参加するイタリアの日本語学習者の学びから考える ―
● 日本語学校におけるベトナム人留学生のキャリア意識の変容プロセスと日本語教師への提言	
● 日系企業の通訳場面における聞き手の評価意識  ― 聞き取りやすさを中心に ―
● 台湾の日本語教育における「迷子の学習者」への支援  ― Kさんの言語意識とアイデンティティからの考察 ―
● 「ピア・リーディング活動」における中国人学習者の「対話」への考察  ― 中国の「銀行型教育」への示唆 ―
● ビジネス場面のテキストコミュニケーションに見られる日本語の特徴と読解困難点の研究  ― メールと社内文書の場合 ―
● 日中接触場面における改善要求に関する研究	
● シャドーイングを取り入れた自律音声学習における学習意欲の維持  ― 長期継続者のインタビューから ―
● JSL中学生の「読む」「書く」指導と生きる力を育む「ことばの学び」  ― 対話におけるナラティブの視点から ―
● グループLINEにおけるミスコミュニケーションの要因と背景  ― ママ友コミュニティを事例に ―
● 日本語学校の「進路指導」に関わる教師の「態度」とはどのようなものか	
● 日本の大学でEMI（English-Medium Instruction）実施学部を卒業した日本人学生の就労時の「日本語の不安」  
	 ― グローバル人材として育成された卒業生の語りから ―
● 中国人学習者の破裂音学習プロセスと自己調整学習の使用  ― 複線経路・等至性モデル（TEM）による分析 ―
● 「自己効力感」の観点を取り入れた教科統合型日本語支援の意義  ― 算数実践を通したJSL児童Aの変容に着目して ―
● 英語プログラムを修了し、英語で仕事をする在留外国人は日本語をどのように意味づけているか  ― インタビューからの一考察 ―
● マレーシア東方政策からみる高等教育機関における日本語教育の実態と課題  ― 政策対象外となる日本語専攻卒業生の事例に焦点を当てて ―
● 日本語学習者の物的リソースの使用に関わる状況と意識  ― 「読む活動」のプロセスに注目して ―
● 日本語を学ぶ子どもの書く力を育む日本語教育実践研究  ― 物語創作における想像力・創造力に着目して ―
● 国内の日本語学校で同じクラスをともに担当する教師たちが語り合う場の意義  ― 現場での教師の成長のために ―
● 中国人日本語学習者の副詞の使用状況  ― 「とても」類の副詞を事例に ―
● 日本語学習者の発音に対する自信の実態  ― 自信の変化の様相と口頭コミュニケーションに対する意欲との関わり ―
● 自主夜間中学における日本語教育の役割とは  ― リテラシーの向上を支える持続可能な学び ―
● 移動するLGBTQ＋当事者のライフストーリーと日本語教育  ― 日本語教育は性の多様性にどう向き合うのか ―
● 日本語使用のないキャリアに身を置く元交換留学生にとっての日本留学の意味  ― ライフキャリアの観点から ―
● JSL中学生の「居場所の広がり」を支える「ことば」の学び  ― 日本語で「書くこと」を通して育まれる「自信」に着目して ―
● 日中接触場面の誘いコミュニケーションにおける表現意識の考察  ― 誘う主体の「認識」から捉える「前提」と「言語表現」との連動について ―

2023年9月修了
● 摩擦に立ち向かうために必要な日本語能力  ― 「キレる」を例として ―
● オンライン日本語教育における学習者のドロップアウトの捉え方  ― オンライン教育のあり方を図るために ―
● 音象徴を取り入れたオノマトペの指導とその効果  ― 中国人日本語学習者を一例として ―
● 日本で生きるための力はどのように獲得されたか  ― 日本語学習におけるネイティブスピーカー志向の形成と意味付け ―
● 上級学習者における待遇意識の変容に関する研究  ― 依頼に関する失敗事例から ―
● 協働学習の環境が初級レベル作文授業に与える影響  ― ハノイ国家大学・外国語大学における1年生作文授業の考察 ―
● 学術論文における専門分野を意識した研究デザインに関する考察  ― 人文科学・社会科学・工学の論文を対象に ―
● 大規模コーパスと聴解スクリプトによるフィラーの使用とその効果  ― 発話と聴解の観点から ―
● 複数言語使用者の日本語への意味づけとその背景  ― パキスタン人移住者のライフストーリーから ー
● 日本企業で外国人社員と日本人社員が〈ともに働く〉ために必要なものとは  ― 「仕事に必要な日本語能力」の育成に着目した質的研究から ―
● 日本で日本企業に就職を目指す外国人大学生に対してその採否を決定できる意思決定者である経営者が面接場面で求める能力とは何か　
	 ― IT業界の中小企業経営者へのインタビューからコミュニケーション能力を中心に ―
● 「仕事で必要な日本語能力」と「日本語学習」の乖離を埋める授業デザイン  ― 日系IT企業で働く外国人社員への授業実践から ―
● 中国の高校生が日本語を学ぶ意味とは何か  ― 日本語で大学を受験した中国人学習者の語りから ―
● 日本語ボランティアに望まれる「態度」養成についての一考察	
● 「停滞」する地域日本語教室における学習者の経験  ー 一人一人の学習者は何を求め何を得たか ー
● 日本語学校のクラスにおける関係構築による学びの意味  ― 途中参入から中心的存在へ変容した学習者の経験の解釈 ―
● 「ナイ」に現れる「新型イントネーション」の聴覚印象と使用意識  ― 「とびはね音調」と「平坦上昇調」との比較から ―
● 異なる場面でのL2自己とL1自己をどう捉えるか  ― 自分の複言語複文化性を肯定的に捉えられない複言語話者に対する実態調査と実践研究 ―
● 日中接触場面における「研究検討」での「助言」のコミュニケーションに関する考察  ― 表現主体と理解主体の「表現意図」の「ずれ」を中心に ―
● 日本語学習者における「のだ」+終助詞「ね」「よ」「よね」の⽤法に関する考察  ― 大規模コーパスによる分析調査から ー
● 中国における非専攻日本語学習者の動機減退と動機づけ調整ストラテジーの実証研究  ― 日本語を「高考」の受験科目とした学生を対象に ―

修士論文題目
以下は、過去2年間に提出され、修士学位を授与された修士論文の題目（本人公開許諾済のもの）です。

日本語教育学の広がり、および、当研究科で研究できるテーマの多様性が見てとれます。

2022年3月修了
● JSLの子どもたちのことばの学びを支える視点  ― JSL児童だった日本語指導員の実践から ―
● 慰めのコミュニケーションに対する認識の考察
● 日本社会で生きる人の学びを支える日本語教育実践の在り方を問う  ― 技能実習生のエスノグラフィーを通して ―
● 中国人日本語学習者における語彙的複合動詞の意味推測  ― 語彙的複合動詞の語構造に焦点を当てて ―
● 接触場面における「言いたかったが言えなかった」ことについての研究  ― 中国人留学生の意識をめぐって ―
● 演劇的アプローチを用いた感情音声の指導  ― 応用インプロによる学習者の気づき ―
● 日本語教育は難民申請者に対する日本語支援にどのように関われるか   ― 神奈川県鎌倉市の難民申請者支援施設を事例として ―
● 興味や関心を目的とする年少者向けの日本語オンライン授業のあり方について  ― 教師に焦点を当てて考える ―
● JSL児童生徒に日本語指導を行う教師に必要な学びの場とは  ― オンライン勉強会を通じて ―
● 「正しい日本語」との共生  ― オート・エスノグラフィーを通して ―
● 案内・規制のためのサインをわかりやすくするために、作成機関・作成者に求められる視点  ― 日本語教育の観点から ―
● 二要素複合名詞アクセントの習得における意味関係についての意識  ― 中国人日本語学習者を対象に ―

2022年9月修了
● 複数言語環境で成長する幼児期の子どもへの日本語教育実践のあり方 
● 多様な参加者は地域日本語教室に何を思い描き、なぜ人と関わり合うのか  ― 活動目的の構築を目指した実践とM-GTAによるインタビュー分析 ―
● 大学院留学生の研究室コミュニティへの参加と「ことば」の学び  ― 自己エスノグラフィーを通して ―
● 日本で育つ外国ルーツの子どもの言語獲得  ― 幼少期日本語教育の現状と課題 ―
● 非母語話者オンライン教師の日本語教育における位置づけ  ― 中国語母語話者教師の分析から ―
● JSL生徒にとって複数言語を使用する日本語指導の意味に関する考察  ― メトロリンガリズムの視点から ―
● 介護施設における連携・協働関係の構築を考える  ― 日本語教育の観点から ―
● 日本語学習者の発音学習意欲の減退  ― 意識の変化に関する分析を通して ―
● JFL環境における日本語専攻学生の発音学習過程  ― イントネーションを中心に ―
● 「日本帰り」の子どもの生のリアリティについて考える  ― 日本語教育学の観点から ―
● ものづくり技能実習生の第二言語不安  ― 市民リテラシーの観点から誰がどのように支援できるのか ―
● 幼少期より複数言語環境で成長した日本語学習者の「複言語人生」と日本語教育  
● 中国の日本語教育における「協働学習」への再考  ― 大学における専攻日本語教育を中心に ―
● 中国語母語話者による長母音習得プロセスの実態  ― 語レベル・文レベルでの生成に着目して ―

修士課程

1 2 1 3



桶谷 彩乃
2023年4月修士課程入学
立命館大学文学部で日本語教育を中心に学び、在学中に日本語教師養成課程も 
修了。2023年に卒業後、将来的に日本語教育分野の仕事に就くことを目指し、当研
究科修士課程に進学。日本語教育の中でも特に関心のある、地域の日本語教室で
の活動について修士論文に取り組む予定。

修士課程
在学生

チュア  トゥンアー
2023年3月修士課程修了
マレーシア出身。2018年マレーシア・マラヤ大学言語学部日本語学科を卒業後、 
国際交流基金クアラルンプールに日本語教師として入職。日本語教育の専門性の
向上を目指し、2021年当研究科修士課程に進学。2023年3月に修了し、同8月より
マレーシア最大の国立大学であるマラ工科大学で日本語を教えている。

修士課程
修了生

ワンナウェーク  ワンナワイ
2023年4月修士課程入学
タイ出身。2019年タイ・ラームカムヘン大学日本語学部卒業。学部時代から日本語
教育のボランティア活動を経験する。2020年4月に国費留学生として来日。東京の
文化外国語専門学校に入学し、日本語学科に続いて日本語通訳ビジネス科で計3
年学ぶ。卒業後の2023年4月より当研究科修士課程に在学中。

修士課程
在学生

保井 麻友
2023年3月修士課程修了
2019年関西大学文学部卒業。学部では英米文化を専攻し、副専攻として日本語教
育を学ぶ。日本語教師を経て、2021年に当研究科修士課程に入学。「日本語使用の
ないキャリアに身を置く元交換留学生にとっての日本留学の意味」をテーマに修士
論文を執筆。修了後の現在は相愛大学（大阪）で日本語教員を務めている。

修士課程
修了生
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教員として、研究者として、
マレーシアにおける日本語教育の
普及や質の向上に貢献したい

マレーシアの大学を卒業後、国際交流基金に日本語教師
として勤務するなかで、日本語教育の専門性と日本語能力が 
自身に不足していることを痛感しました。両方の向上を目指
し、日本に留学して当研究科で学ぶことを選びました。

マレーシアでは従来、日本語教育は主として政府主導で 
マレー系の国民を対象に行われてきました。修士論文では、 
そうした政策の対象外となる、マレーシアの大学で日本語を専
攻した学習者に着目し、卒業生のライフストーリー調査に取り
組みました。研究を進める過程で気付いたのは、研究すればす
るほど、さらに研究しなければならないことが見えてくるという
事実です。新しいアイデアが降りてきたときの喜びと、計画通
りに進まないときの辛さの両方を経験し、絶えず考え続けるこ
とが研究活動には不可欠なのだと学びました。

2年間を通して、目標としていた専門性や日本語能力の向上
を果たせただけでなく、コミュニケーション能力、適応力、ICT
リテラシーなど、幅広いスキルが培われました。現在勤務する
マレーシアの国立大学では、日本語の授業を週9コマ担当して
いるほか、研究発表も業務に含まれます。日本語教師として教
壇に立ちながらマレーシアの日本語教育を研究し続け、日本語
教育の普及や質の向上に貢献していきたいと思います。これ
から日研で学ぶ皆さんにとっても、日研での体験や人との出会
いが、人生を豊かにする財産になると信じています。

日研の授業を通して培った
専門知識や実践の経験は
大学で日本語を教える今の礎に

大学卒業後、日本語学校で日本語教師として勤務していま
した。コロナの影響で留学生が来日できなくなったタイミング
で、かねてから考えていた大学院進学を決意しました。日本
語教育を専門的に学べることに加え、入学後に講義を受けて 
から研究室を選択できることも、日研を選んだ理由です。

日本以外の国・地域における日本語教育がテーマの「日本
語教育実践研究（16）」では、オンラインでブラジルやベトナ
ム、ドイツなどの日本語学習者と交流しました。担当の福島先
生は毎回の冒頭で、現地と日本の「今」の話題を大切にされ
ていて、それにより交流会がグッと現実のものとなり、奥行き
も増すことを実感しました。この学びは、大学で日本語教員を
務める現在に活きていて、教室では初めに最近の気候や状
況について学生と話をしてから授業に進むようにしています。 
また、日研で受講した音声研究や教材研究などの専門的な 
科目も、実際に日本語指導をする際に役立っています。

日研には、日本語教師として世界のいろいろな場所で、また
いろいろな学習者を相手に日本語を教えている人が集まって 
います。日本語学校での日本語教育しか知らなかった私に
とって、毎日が刺激に満ちた環境でした。自分では思いもしな
かったような問題をテーマに据えて探究している人もいて、
自身の世界の狭さに気付き視野を広げる機会にもなります。 
関心のある方はぜひ一歩を踏み出してほしいと思います。

日本語教育の専門知識に加え
実践力も身につけられる
充実した科目の選択肢も魅力

将来、日本語教育に携わりたいという目標があり、そのため
に必要な専門性を獲得することを目指し、学部卒業後に大学院
進学を選択しました。高度な実践力を身につけられる科目が充
実している点も、日研に魅力を感じた理由です。

これまでに履修し印象に残った科目の一つが、日本語を第二
言語として学ぶ年少者に日本語指導を行う「日本語教育実践
研究（3）」※です。この科目を通して、日本語指導は子どもたち
の日本語習得を支えるだけではないことや、日本語習得の側面 
だけでなく、子どもたちの人生において日本語学習はどのよう
な位置づけなのかなども考えたうえで指導にあたる必要がある
ことに気づきました。また、実践研究や理論研究、ゼミも含めた
どの授業においても、先輩・後輩に関わらず誰もが意見を言い
やすい場が常にあることは、日研の良さだと実感しています。

大学時代に地域の日本語教室でボランティアをしていた際、
活動内容に課題や改善点を感じた経験から、修士論文では地域
の日本語教育に関連するテーマに取り組む予定です。現場のボ
ランティアの助けとなり、地域の日本語教室がより良くなるよう
な研究ができればと考えています。

大学院進学という決断を前に悩む人もいると思いますが、挑
戦したい気持ちが少しでもあるのなら踏み出してみてはいかが
でしょうか。そして、入学前に何らかの形で日本語教育の現場に
関わってみることもお勧めします。そうすることで発見があり、
掘り下げて考えたい課題も見えてくるのではないでしょうか。
※2024年度以降、当科目は廃止となり履修できません。

多様な仲間と共に学ぶ環境は
日本語教育をより深く
多角的に理解する助けに

出身国のタイで中学生の時から日本語を学んできました。
日本語教育に関心を持ったのは、大学に入ってからボラン
ティアで日本語を教える立場を経験したことがきっかけです。 
大学を卒業後、国費留学生として日本の専門学校で3年間 
日本語を学んだ後、日研に入学しました。

私自身もそうでしたが、多様な背景を持つ学習者と日々
向き合う日本語教師は、文化の違いによるトラブルに直面し
がちです。そうした問題をどのように解決するのかに関心が 
あり、日本語教師と異文化間能力をテーマに修士論文に取り
組む予定です。大学院で研究を進める上では、時間管理のス
キルをはじめ、継続的な努力、好奇心など、いろいろな要素が 
必要だと実感しています。日研の同級生や先輩とは、研究に
関する相談だけでなく、生活や卒業後の進路についても相談
をしやすく、国籍や年齢を問わず、日本語教育を研究する仲
間として交流を深められる環境も支えになっています。

日本語教育をより深く理解するためには、日本語教師と
学習者にとどまらず、多様な背景や立場の人と関わることが 
大切で、日研にはそれができる環境が整っています。日本語を 
外国語として学習している留学生もいれば、日本語教師の
キャリアを積んできた人、あるいは日本社会における日本語
に関心を持つ母語話者もいます。そうした多様性に富む学生
との交流を通して、私自身も毎日新しい学びを得ています。



研究倫理教育

学内外での研究活動
（論文投稿・学会発表等）

年２回の経過報告（6月/12月）

カリキュラム

博士後期課程は、授業科目に関する必要単位はなく、指導教員による研究

指導と学生自身の自発的な研究活動によって成り立っています。そのため、

研究に十分な時間を割いて、学位論文の完成に注力しなければなりませ

ん。また、研究の遂行にあたっては、所定の研究倫理教育プログラムを受け

ることが求められます。

なお、博士論文を提出しないで退学した者のうち、博士後期課程に3年以

上在学し、かつ必要な研究指導を受けた者は、退学した日から起算して３

年以内に博士論文を提出することにより、審査および試験を受けることが

できます。

1

2

3

4

修了要件
３年以上在学し、論文完成のために必要な研究指導を受けたうえで、博士論文を提出し、資格審査、最終試験に合格した者に対して、「博士（日本語教育

学）」の学位が授与されます。カリキュラムは以下のとおりです。

入学 学期

修了

5

6

予備審査会用論文提出、予備審査会

学位申請論文提出、最終口頭試問
学位授与

研
究
指
導

紀要『早稲田日本語教育学』
当研究科では、年２回学術雑誌『早稲田日本語教育学』（紀要）を発
行し、研究活動を通じて得られる成果を発信しています。
以下のとおり、日本語教育学に関する幅広いカテゴリーを掲載して
おり、現役の修士課程・博士後期課程の在学生も投稿が可能です。
これまで多くの教員・在学生・修了生などの研究成果が発表され
ています。

【掲載論文種類】
（1）研究論文（査読あり）　　　 （2）展望論文（査読あり）　　　
（3）研究ノート                            （4）研究動向　　　　　　　
（5）書評　　　　　　　　　    （6）実践報告　
（7）新刊自己紹介

当 研究科博士後期課程では、日本語教育学の研究

者を育成します。入学時に指定した研究指導教員

の指導を受けながら、それぞれのペースで研究を進め

ます。授業科目の履修が必須ではないことから、日本

語教育の実践を積みながら研究を進めている学生も多

数います。

博士後期課程 博士後期課程

1 6 1 7



　　　

　　　

以下は、これまでに当研究科に提出され、博士学位を授与されたすべての博士論文題目です。
日本語教育学の広がり、および、当研究科で研究できるテーマの多様性が見てとれます。
なお、2002年度以降の著者の許諾を得た論文および2013年度以降の全ての論文は、
早稲田大学リポジトリ（Webサイト）で公開されています。早稲田大学リポジトリ：https://waseda.repo.nii.ac.jp/

博士論文題目

千石 昂
2023年4月博士後期課程入学
2016年早稲田大学文化構想学部を卒業後、当研究科修士課程に進学。2018年
に修了し、タイ・タマサート大学に日本語講師として赴任。日本語教育研究をさらに
深めるために2023年4月当研究科博士後期課程に入学。日本語講師として勤務を 
続けながら博士論文の執筆に取り組んでいる。

博士課程
在学生

劉 羅麟
2023年2月博士学位取得
中国四川省出身。2011年上海外国語大学西洋言語学部卒業。企業に勤務した後、
2015年に留学生として当研究科に入学し、修士課程を経て博士後期課程に進学。
研究活動と並行して日研の助手、助教を務める。助手任期中の2023年2月に博士
学位を取得。同年9月まで助教を務めた後、同11月より東京大学に勤務。

博士課程
修了生

2006年～2010年 学位取得
● 行動を促す会話における待遇表現行為の研究  －相互行為的会話教育の基礎理論－／● 日本語教育における中上級漢字語彙教育の研究／	
● 「待遇コミュニケーション」における「敬語表現化」の考察  －待遇表現教育の観点から－／● 戦後日本語教育学とナショナリズム「思考様式言説」
に見る包摂と差異化の論理／● 「意思・希望」表現における丁寧さと「私的領域」との関係／● 婉曲表現の研究  －日本語教育における「ようだ・み
たいだ」「かもしれない」「だろう」を中心に／● 日本語オノマトペとその教育／● 遠隔チュートリアル接触場面に関する実証的研究／● 会話教育に
おける「自己表現」学習に関する考察  －「ロールプレイ」を用いた学習を中心に－／● 談話におけるバの機能に関する一考察  －表現教育のため
の機能の「文脈具体化」という観点から－／● Eメールによる「依頼」に対する「断り」の研究  －待遇コミュニケーション教育への応用に向けて－／	
● 機能文型に基づく相談の談話の構造分析／● 教室文化論序説  －学習者と作る対話の教室と教師の役割－／● 日本語教育における接触場面の
規範研究  －管理プロセスと規範の動態性に関する考察－／● 因果関係を表す接続表現の日中対照研究／● 「待遇コミュニケーション」における	
「依頼」に対する「断り」の研究  －日台の言語行動の比較を中心に－／● 依頼場面における「謝罪」と「感謝」  －「待遇コミュニケーション」の観点
から－／● 「運用力につながる文法記述」試論  －モダリティ表現「ハズダ」の分析を通して－／● 東京語の動詞・複合動詞アクセントの習得  －北京・
上海方言話者を対象として－／● 日本語教師の意味世界と実践の関係性に関する研究  －オーストラリア初等中等教育機関の教師が語るライフ
ストーリー分析をもとに－／● 移動する子どもたちの成長・発達を支えることばの教育の構築に向けて  －子どもの主体性が育む学びの可能性－／	
● 人文系大学院留学生の文章課題遂行過程における調整行動／● 初級日本語学習者のための待遇コミュニケーション教育  －スピーチスタイル
に関する「気づき」を中心に－／● ボランティアによる地域日本語活動の改善と発展に向けた研究  －素材集を媒介とした試みからの考察－／● 韓
国人日本語学習者の日本語リズム習得研究／● 接触場面のフォリナー・トークに関する実証的研究  －国内現職非母国語話者日本語教師の言語調
整行動－／● 中国朝鮮族の日本語教育の研究／● 留学生活における言葉の学びと日本語教育  －韓国人留学生のライフストーリーから－／● イン
ターアクション能力育成を目指した会話教育  －教師と学習者による研究と実践の連携の必要性－  

2011年～2015年 学位取得
● 「対話的アセスメント」の意義と課題  －日本語教育における「実践研究」からの問い－／● 韓国人日本語学習者の要約作文における文章構造の
理解と表現  －日本語母語話者との比較－／● 漢字学習の「気づき」に関する考察  －日本の韓国学校の高校生を対象にした誤表記研究から－／	
● 講義理解過程におけるアカデミック・インターアクションに関する実証的研究／● 国際的人材としての日本語教師養成に向けて  －母語話者JFL
教師に望まれる資質の分析から－／● 日本語教育のための「形」「意味」「使用環境」を連動させた選好傾向の記述  －初級の類義表現を事例とし
て－／● 「初級文型の硬直化」を克服する口頭表現教育に関する考察  －評価的複合形式を持つ初級文型を中心に－／● 韓国の日本語教科書に
関する研究  －高等学校の教科書にみる日本観を中心に－／● 授業実践における日本語学習者のコミュニケーション観に関する研究  －「ありた
い自分」の実現を支援する教育を目指して－／● 日本語教師の成長の再概念化  ―日本語教師のライフストーリー研究から―／● 言語教育として
の「自分の日本語」その意義と可能性  ―「日本語人生」という物語の意味―／● 社会参加のための言語教育  －多元的社会における言語政策と
アイデンティティ管理のために－／● 戦後の国家と日本語教育  ―国会会議録の分析を中心に―／● 中国の大学日本語専攻教育における学習環
境の構成と「学び」の実態  －新たな「ことばの力」の育成を目指して－／● 日本語教育における間接的言語行為に関する研究  －中国人日本語学
習者を対象として－／● 表現につないでいく力を支援するための「文法教育」の提案  －韓国高等教育機関の日本語文法教育の実態調査から－／	
● 書くという相互行為を支える日本語教育  －省察的対話がもたらす第二言語の獲得－／● 日本語教育における≪「言語」≫と≪「国籍」/「血統」≫	
の関係性  －「在日コリアン」として生まれ育った在韓日本語教師のライフストーリーから－／● 中国の大学専攻日本語教育は何を目指して来たか  －
日本語教科書と国語教科書との近似性・包摂に焦点を当てて－／● タイ人日本語学習者の独話における助詞「ネ」の機能の研究／● 日本語学習者
における音韻習得に関する研究  ―中国語方言話者のナ行音・ラ行音聴取を事例として―／● 短期留学生のソーシャル・ネットワーク形成と日本語
教育  ―寮という実践コミュニティの参加分析―／● 中国の日本語教育と大学日本語専攻生の対日認識の形成に関する研究  ―日本語教育におけ
る「個人」の意義―／● 接続表現とノダの統括機能に基づく文章・談話の展開的構造  －大学学部留学生のための講義の理解と新書の読解－／	
● 「注釈挿入」や「言い直し」はどのように実現されるか  ―コミュニケーションの「全体」から「部分」をみる―／● 日本語教師性を構築する制度と日本語
教育  ―教師主体の日本語教育の構想に向けて―／● 日本語教育における連語による学習の研究  ―単語単位の語彙学習からの転換を目指して―／	
● 日本語教室における意味世界の協働構築とコミュニティの創造  ―日本語学習者の相互行為と認識の変容を通して―／● 中国の大学日本語専攻
教育における卒業論文支援に関する実践研究  ―支援活動を通した学習者の学びのプロセスをもとに―／● 日本語学習者における文法知識の習得  
―ガ格をマークする「は」と「が」を事例に―／● 日系ペルー人児童の複言語能力とアイデンティティに関する一考察  ―日本語教育とバイリンガル	
継承語教育の観点の融合を目指して－

2016年～現在 学位取得
● 教科書からみた敬語教育の改善に関する研究  ―中国の大学における日本語専攻教育の調査から―／● 日本語教育実践はどのように改善される
か  ―韓国での「ピア・サポート」の試みから―／● 評価プロセスの多様性の共有による待遇コミュニケーション教育に関する考察／● 「まなざし」の
観点から再考する子どもへの日本語教育実践  ―実践者の「まなざし」の形成過程に着目して―／● 留学生エンロールメント・マネジメントと日本語教
育  ―小規模大学の取組みを通して―／● 日本語教育のための情報収集の談話の展開方法  ―韓国人日本語学習者の会話教育の提案―／● 「コ
ミュニケーションのメタ認知力」の向上を目指す日本語教育  ―日本語の談話におけるメタ言語表現の分析を通して―／● 音声コミュニケーション	
教育の実践をとおした実習生の学び／● 日本語学習者は自らのことばの体系をどのように構築しているのか  ―関連表現とみなした言語項目を
手がかりに―／● ビジネス日本語の新しい定義と教育内容の再考  ―ビジネス接触場面の当事者の意識に基づくビジネス日本語教育の内容―／	
● 「複言語育児」を実践する親たちの意味世界  ―共通了解の成立を目指す日本語教育の提言―／● 日本語の作文教育における文章構造の研
究  ―韓国人学習者による「まとまりの欠如」の課題―／● 複数言語環境で生きる子どもの生活世界から構想する年少者日本語教育 ／● 大学大衆
化時代における日本語教育の役割と可能性 ―グローバルシティズンシップの育成をめざした研究と実践の試み―／● 「新しい能力」の教育として
の日本語教育における日本語教師研修  ―現状の分析と実践を通しての研修モデルの構築―／● 「学習と人生のつながりの軸」の形成と意識化を
めざした日本語教育  ―フランスの日本語専攻学生の移動性に注目して―／● 日本語教師の学び合いの場を協働構築する意義  ―マレーシア人
教師と日本人教師による社会的実践活動の分析から―／● 新たな社会をつくる「成人教育(adult education)としての日本語教育」の研究  ―在
日パキスタン人コミュニティのことばの使用と学習のリアリティを軸として―／● 生活者のLifeを支える「ことばの学び」を促す地域日本語教育とは	
何か  ―結婚移住女性のエスノグラフィー から見る理念と方途―／● 日本語教育における産出的語彙学習を実現する教育的枠組み  ―中国の大学日
本語専攻生の語彙学習の改善を事例に―／● 「コミュニケーション論」の視座に基づく第二言語教育・学習の研究の構想  ―社会的視点からの談話分
析の射程と可能性―／● 留学生のキャリア形成を支援する大学日本語教育の役割  ―キャリア形成プロセスの言語化を通じて―／● 外国人大学生の
ための「キャリア日本語教育」の理論と実践  ―「自己構成」の観点からみた「ビジネス日本語教育」への提言―／● 「学習者視点」に基づく「ことばの
多様性」の学習に関する研究  ―「人称表現」における多様性を対象として―／● 創造的想像力を触発する日本語教育  ─創作活動による日本語学習
環境デザインの理論と実践─／● コミュニケーション行為としての日本語ビジネスメールに関する研究／● 日本語の音声の習得と教育における母語
の役割　―学習者の母語と母方言を活用した音声教育を目指して―／● 日本語教育のためのマルチモーダル・コミュニケーションの基礎的研究　―メ
ディアを要素とした「場面」と「意識」の考察を中心に―／● 韓国における日本語作文教育に関する研究  ―韓国の教科書に見える意見文の様相から―

博士後期課程

1 8 1 9

日本語教育の現場で働きながら
研究に取り組む院生への
充実したサポート体制も支えに

大学を卒業後、将来的に日本語教育に携わりたいと考えて
日研に進学しました。修士課程在学中は海外実践科目も履修
し、タイで日本語教育の実習を経験。それがきっかけとなり、
修士修了後はタイで日本語講師として働き始めました。

いざ現場に出てみると、自分がそれまで修士の研究で考え
ていたこととはかけ離れた教育実践をしてしまったり、自身
とは大きく異なる言語観を持つ実践者たちに出会ったりと、 
次々に疑問に直面しました。それらの疑問に向き合うには 
専門家としてのさらなる研鑽が必要だと感じ、博士後期課程
への入学を決意しました。日本語教育学に特化した大学院だ
からこそ、教育現場で働きながら学ぶ院生へのサポート体制
が極めて充実していることも、日研の魅力だと実感します。

博士論文の執筆に取り組む今、現場で抱いていた漠然とし
た感想や主観が、ゼミでの議論などを通して整理され、問題
意識として洗練されていく過程に面白さを感じます。自身が受
け持つ教室や所属機関の枠を越え、タイの日本語教育界や、
さらには日本語教育界全体に何か貢献できるような研究成
果にしたい。その思いがモチベーションになっています。目指
すのは、日本語教育全体を見渡す視野とリサーチ・マインドを
持った日本語教師です。その目標に向け、研究テーマと真摯
に向き合い、研究科の仲間と議論を重ねながら、日本語教育
について領域横断的に学んでいきたいと考えています。

各種の補助制度も活用し
博士課程1年目から積極的に
海外の国際学会で発表を経験

上海の大学を卒業後、社会人として働いていましたが、 
日本語教師になる夢を叶えるために日本への留学を決意しま
した。当初は日本語学を学べる大学院を検討していたのです
が、日本語そのものに加えて、日本語を介して他人とつながる
ことにも関心があったため、日本語教育を専門とする日研を
選びました。修士の2年間を通して、次世代を担う日本語教育
人材の育成の重要性に気付き、目指す夢が「日本語教師」か
ら「日本語教育を専門とする大学教員」へと具体的になりま 
した。その目標の実現に向けて博士後期課程へ進みました。

博士論文では、学習者の母語を日本語教育に積極的に活
用する方法を探究し、その成果として教育現場で使える教授
法を確立できたことにやりがいを感じました。研究を進める上
で日研の各種補助制度はとても有用で、私も海外出張の補
助金を活用し、博士課程1年目から国際学会で発表の経験を
積むことができました。また、日研が年2回発行する学術雑誌

『早稲田日本語教育学』（紀要）は、広く日本語教育の関係者
に参照されている雑誌です。日研のサイトで閲覧できますの
で、日研への入学を検討している方も一読をお勧めします。

現在は東京大学の工学系研究科の特任助教として、大学院
レベルの留学生などに日本語を教えています。今後も「実践
と理論の往還」を意識し、積極的に研究活動を行うとともに、
成果を日々の教育実践に活かしていきたいと考えます。



学位取得を目的とせず、当研究科の「日本語教育学理論研究」科目を履修し、単位を修得することができます。なお、当研究科には 

「研究生」という制度はありません。

● � 外国人留学生の科目等履修生としての在留資格「留学」申請について、当研究科では、研究科設置科目に加え、本学日本語教育研究センター（CJL）設置
科目を履修し、所定の要件を満たした場合、在留資格「留学」の在留資格申請を行います。なお、CJL設置科目は、1単位につき聴講料38,400円※です。 
但し、履修科目の授業がオンラインで実施される場合、在留資格「留学」の申請に制約が生じる可能性があります。詳細は入学試験合格者にご案内しま
す。

● � 4月入学者の在籍期間は1年間（春学期＋秋学期）のうち当研究科科目を履修する期間、9月入学者の在籍期間は半年（秋学期のみ）です。

● � 出願時に申請した科目を自己都合で変更することはできません。

※2024年度のものです。2025年度以降改定される場合があります。

奨学金制度には、日本学生支援機構、地方公共団体、民間団体等の学外機関が提供する奨学金や、早稲田大学内の全在学生

を対象とした学内奨学金の他、日本語教育学を専攻する学生の支援を趣旨とした当研究科独自の奨学金もあり、在学生の学修を

経済面からもサポートしています。特に一般社団法人尚友倶楽部のサポートにより創設された「尚友倶楽部奨学金」は、成績優

秀で、修了後も日本語教育への貢献が期待される人物を対象として、標準修業年限内の授業料相当額が全額給付されます。

奨学金受給者選考においては、各奨学金の設置趣旨にもとづき、学業成績や経済状況等を加味して決定されます。

奨学金 主な奨学金名 特色 奨学金額

学内奨学金

日研入学奨励奨学金
（給付）

修士課程「一般入試」「海外特別選考」「学内選抜入試」
合格者のうち、入試成績が優秀な者へ給付します。 400,000円/年

大隈記念奨学金
（給付）

本学の創立者大隈重信を記念し、建学の精神を顕揚
し、人材の育成に資することを目的とする奨学金で、
学業成績を重視して修士課程学生を選考します。

400,000円/年

木村宗男奨学金
（給付）

本学の元教授である木村宗男氏のご遺族からの寄付
により設立された奨学金です。経済的支援が必要で
学業成績優秀な修士課修学生を選考します。

400,000円/年

小野梓奨学金
（給付）

本学の創立当初の功労者小野梓を記念し、修学上、
特に経済的に困難な学生を援助することを目的とし
ます。

400,000円/年

小野梓外国人留学生奨学金
（給付）

修学上、特に経済的に困難な修士課程の私費外国人
留学生を援助することを目的とします。 400,000円/年

私費外国人留学生授業料減免奨学金
（給付）

学業成績が優秀な修士課程の私費外国人留学生であ
って、経済的理由により修学に困難があると認められ
る学生を援助することを目的とします。

半期分の授業料相当額

校友会給付奨学金
（給付）

卒業生組織である早稲田大学校友会の寄付からなる
奨学金で、家計困窮度ならびに学業成績を総合的に
勘案し修士課程学生を採用します。

400,000円/年

大学院博士後期課程
研究者養成奨学金
（給付）

優秀な研究者を養成することを目的とする奨学金で、
4月1日時点で修士学位もしくは専門職学位取得後8
年以内（あるいは学部卒業後10年以内）の者、学生
本人の前年収入等、出願資格を満たし所定の出願書
類を提出した者を採用します。

600,000円/年

尚友倶楽部 尚友倶楽部奨学金
（給付）

一般社団法人尚友倶楽部から日研生に支給される
奨学金です。成績優秀で、修了後も日本語教育に貢献
できる者が選ばれます。

学費相当額

JASSO
奨学金

学習奨励奨学金
（給付）

日本学生支援機構による奨学金で、学業成績・人物と
もに優秀で、経済的に修学が困難である私費外国人
留学生を支援します。

48,000円/月

日本学生支援
機構奨学金
（日本国籍・
永住者の
学生対象）

第一種奨学金
（貸与/無利子）

国の育英事業として設けられている奨学金であり、
採用されると標準修了年限まで継続して貸与される
安定した奨学金制度です。

修士：50,000円/月または88,000円/月

博士：80,000円/月または 122,000円/月

第二種奨学金
（貸与/有利子）

50,000円/月～150,000円/月より

選択

特に優れた業績による返還免除制度
第一種奨学生のうち、日研が定める対象業績において
優れた業績をあげた者と判断される場合、返還が免除
される奨学制度です。

貸与総額の100％または50％の返還

免除

当研究科修士課程は一般教育訓練給付制度の指定講座です。
一般教育訓練給付金の概要、申請資格、申請手続などの詳細は、次の厚生労働省 Webサイトを参照ください。
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/jinzaikaihatsu/kyouiku.html 

履修可能科目区分 春学期 秋学期 聴講料

日本語教育学理論研究 1～3科目 1～3科目 1科目（2単位）につき111,800円※

募集人数　若干名

出願資格
次のいずれかに該当することが必要です。

一	 大学を卒業した者、もしくは当研究科入学前までに卒業見込みの者

二	 大学改革支援・学位授与機構により、学士の学位を授与された者、もしくは当研究科入学前までに授与される見込みの者

三	 外国において通常の課程による16年の学校教育を修了した者、もしくは当研究科入学前までに修了見込みの者

四	� 外国の大学やその他の外国の学校において、修業年限が3年以上である課程を修了することにより、学士の学位に相当する学位を授与された者、 
もしくは当研究科入学前までに授与される見込みの者

五	 文部科学大臣の指定した者

六	 大学に3年以上在学し、または外国において学校教育における15年の課程を修了、または当研究科入学前までに修了見込みの者で、当研究科に 
	 おいて、所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた者

七	 当研究科において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、当研究科入学前までに22歳に達する者

※中国の3年制大学卒業生は、上記「六」には該当しませんので、個別の入学資格審査を受ける必要があります。
※上記「七」の個別の入学資格審査を受ける場合には、原則として出願締切日の1か月前までに申請する必要があります。

入学時期 2024年9月入学 2025年4月入学 2025年9月入学

出願期間 2024年6月3日（月）～6月10日（月） 2024年12月3日（火）～12月10日（火） 2025年6月2日（月）～6月9日（月）

選考 2024年7月6日（土）～7月7日（日） 2025年1月25日（土）～1月26日（日） 2025年7月5日（土）～7月6日（日）

合格者発表 2024年7月8日（月） 2025年1月27日（月） 2025年7月7日（月）

入学手続締切 2024年7月19日（金） 2025年2月4日（火） 2025年7月18日（金）

試験日程

※例年実績に基づく奨学金を記載しています。奨学資金や奨学金登録状況等により変更される場合があります。

奨学金科目等履修生

2 0 2 1



修了生の就職活動や就労体験談を通して、自らの将来について考えるためのセミナーを開催しています。

当研究科の修了生は、日本語教育に関する理論構築と実践活動の往復により、多様な言語・文化・価値観を受け入れる広

い視野と高度なコミュニケーション力を身につけ、日本語教師としてはもちろんのこと、行政・国際機関や学校職員、一般

企業も含めた様々な分野で活躍しています。このセミナーでも、毎年多様な分野で活躍する修了生を招き、それぞれの進

路選択の理由や、日本語教育の知見が各分野でどのように役立っているかについて語っていただいています。

日研キャリアセミナー

奨学金希望者に対する新規採用状況

2022年度大学院生奨学金受給実績（早稲田大学全体）

在学者全体に対する受給状況

在籍者数（2023年9月現在）

志願者数・合格者数・入学者数
入学年度 入学時期

修士課程（一般入学試験） 博士後期課程（一般入学試験） 一般科目等履修生
志願者数 合格者数 入学者数 志願者数 合格者数 入学者数 志願者数 合格者数 入学者数

2021
4月 91 22 19 9 5 5 12 5 5

9月 59 19 18 7 3 3 8 5 5

2022
4月 129 14 9 15 2 2 16 10 10

9月 57 7 7 6 1 1 8 3 2

2023
4月 109 23 23 7 3 2 18 10 7

9月 57 12 12 13 2 2 10 6 4

修了後の主な進路（公開の許諾を得たものの中から主な進路を抜粋）

修士課程
＜教育・研究機関＞
ISI学園長野ビジネス外語カレッジ、（株）アークアカデミー、Adachi学園グループ、国際言語文化アカデミア、グルノーブル・アルプ大学（フランス）、国際青
年交流学園イーストウエスト日本語学校、さくら国際学園、サスカチュワン大学（カナダ）、至誠館大学、実践女子大学、首都大学東京、正和学園、（学）相愛
学園（相愛大学）、津田塾大学、東京聖栄大学、東京工業大学、東京電機大学、東京都教員、東洋大学、（株）Transform、長岡技術科学大学、日本大学、ヌエ
ボ・レオン州立大学（メキシコ）、（株）野村総合研究所、釜山大学校（韓国）、法務教官、マカレスター大学（アメリカ）、武蔵野大学、目黒区（教育委員会等）、
山野日本語学校、（学）立教学院、レーゲンスブルク大学（ドイツ）、早稲田大学

＜一般企業等＞
アクセンチュア（株）、（株）アスク出版、イオンリテール（株）、（株）エアウィーブ、兼松（株）、（独）国際交流基金、（株）エス・エム・エス、NTTラーニングシステ
ムズ（株）、花王（株）、（株）Gerson Lehrman Group、（株）キトー、中信出版集団（中国）、JALスカイポート沖縄（株）、（株）セガ、ソニー（株）、（株）ソニー・ミュー
ジックエンタテイメント、（株）第三文明社、デロイトトーマツコンサルティング（同）、（社）徳島新聞社、豊田通商（株）、（株）ニチイ学館、日本航空（株）、（財）
日本国際協力センター（JICE）、日本システム技術（株）、東日本旅客鉄道（JR東日本）（株）、ヒューマンアカデミー（株）、ヒューマンライフケア（株）、富士通（株）、
PwCコンサルティング（同）、（株）マクロミル、ユニアデックス（株）、楽天（株）、Reboot Japan（株）

博士後期課程
＜教育・研究機関＞
青山学院大学、秋田大学、仁川大学（韓国）、韓国外国語大学校（韓国）、関西学院大学、群馬大学、国立国語研究所、上智大学、シンガポール国立大学 

（シンガポール）、淡江大学（台湾）、中京大学、中山大学（中国）、東京大学、東京学芸大学、東京福祉大学、日本大学、名古屋大学、広島工業大学、法政大学、
北海道情報大学、香港大学（香港）、（学）目白学園、山口大学、立教大学、早稲田大学

※専門職学位課程は修士課程に含む
※留学生を除く

※専門職学位課程は修士課程に含む
※留学生を含む

採 用 
62.9％

希望者数
626名

不採用
37.1％

修士課程
在学者数	 4,116名
希 望 者	 992名
採 用 者	 805名
採 用 率	 81.1％

・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

修士課程
在学者数	 6,507名
受給者数	 1,726名
受 給 率 	 26.5％

・・・・・・・・

・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

博士後期課程
在学者数	 683名
希 望 者	 626名
採 用 者	 394名
採 用 率	 　　62.9％

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

博士後期課程
在学者数	 1,196名
受給者数	 687名
受 給 率 	 　　57.4％

・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

修士課程	 88名

博士後期課程	 27名

計115名

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・

採 用
81.1％

不採用
18.9％

希望者数
992名

国・
地域別

韓国 
4人
3%

台湾
3人
3%

タイ  2人 2%
ベトナム  2人 2%
香港  2人 2%
エジプト 	 1人 1%
ブラジル 	 1人 …1%

中国 
47人
41%

日本
53人
45%

年齢別

25歳以下
61人

53％

30～39歳
20人
17％

50歳以上
3人
3％

26～29歳
17人

15％

40～49歳
14人
12％

日本語教育実践と研究活動の両立が
可能な環境に
小西 達也 （2022年9月入学）

　大学卒業後、国内外における日本語教育の実践

知、理論知を往来しながら「人と人のつながり」を

重要視した世界における日本語教育の環境づくり

を発信していく日本語教育者を目指してきました。

日研の博士課程入学後、ベトナムの地方都市に 

拠点をおいて日本語教育の実践を行う私に、研究

にも邁進できる環境を与えていただいたのが尚友 

倶楽部の奨学金でした。現場では、自分自身の 

実践だけではなく、現地日本語教師との協働、日本 

の機関や現地の様々な機関とのやりとりをする

日々に追われていたのですが、奨学金をいただい

ているという責任感から、研究活動にも没頭することができました。今後も国内

外における実践、研究を通して、日本語教育の発展に貢献することを誓いたいと

思います。

博士課程
在学生

各種データ奨学金

2 2 2 3



入試日程
以下の日程は予定です。最新の情報はWebサイトでご確認ください。

当研究科は、セメスター制により各学期の開始（4月入学・9月入学）に合わせた年2回の入試を実施しています。選考はAO方式に

よる総合選抜方式で、入学者の出身学部は問いません。文学・教育学のほか、社会科学や理工学系等様々な学部の出身者

が入学しています。また、在学生の約4割を世界各国からの留学生が占めています。

◆入試説明会
2024年7月20日（土）および2025年1月18日（土）に入試やカリキュラムに関する説明会を開催する予定です。当研究科Webサイトで詳細をご確認ください。
　　
◆入学試験に関するお問い合わせ
早稲田大学大学院日本語教育研究科 入試係　E-mail:gsjal@list.waseda.jp
入学試験に関するよくあるご質問を当研究科Webサイトに掲載しています。併せてご参照ください。 
https://www.waseda.jp/fire/gsjal/applicants/faq/

2024年9月入学 一般入学試験・国費留学生等入学試験 学内選抜入学試験（第1回） 学内選抜入学試験（第2回） 海外指定大学特別選考
事前課題発表 2024年3月8日（金）

終  了

2024年3月8日（金）

終  了

出願期間 2024年4月1日（月）～4月5日（金） 2024年4月1日（月）～4月5日（金）

第1次選考合格者発表 2024年5月22日（水） 2024年5月22日（水）

第2次選考 2024年6月1日（土）～6月2日（日） 2024年6月1日（土）～6月2日（日）

最終合格者発表 2024年6月5日（水） 2024年6月5日（水）

入学手続締切 2024年6月26日（水） 2024年6月26日（水）

修士課程

2025年4月入学 一般入学試験・国費留学生等入学試験 学内選抜入学試験（第1回） 学内選抜入学試験（第2回） 海外指定大学特別選考
事前課題発表 2024年8月2日（金） 2024年3月8日（金） 2024年8月2日（金） 2024年3月8日（金）

出願期間 2024年8月26日（月）～8月30日（金） 2024年4月1日（月）～4月5日（金） 2024年8月26日（月）～8月30日（金） 2024年4月1日（月）～4月5日（金）

第1次選考合格者発表 2024年10月16日（水） 2024年5月22日（水） 2024年10月16日（水） 2024年5月22日（水）

第2次選考 2024年10月26日（土）～10月27日（日） 2024年6月1日（土）～6月2日（日） 2024年10月26日（土）～10月27日（日） 2024年6月1日（土）～6月2日（日）

最終合格者発表 2024年10月30日（水） 2024年6月5日（水） 2024年10月30日（水） 2024年6月5日（水）

入学手続締切 2024年11月22日（金） 2024年6月26日（水） 2024年11月22日（金） 2024年7月17日（水）

博士後期課程
2024年
9月入学

一般入学試験・
国費留学生等入学試験

事前課題発表 2024年5月2日（木）

出願期間 2024年5月27日（月）～6月3日（月）

第1次選考合格者発表 2024年6月26日（水）

第2次選考 2024年7月6日（土）～7月7日（日）

最終合格者発表 2024年7月8日（月）

入学手続締切 2024年7月19日（金）

2025年
4月入学

一般入学試験・
国費留学生等入学試験

事前課題発表 2024年11月5日（火）

出願期間 2024年11月26日（火）～12月3日（火）

第1次選考合格者発表 2025年1月15日（水）

第2次選考 2025年1月25日（土）～1月26日（日）

最終合格者発表 2025年1月27日（月）

入学手続締切 2025年2月4日（火）

2025年
9月入学

一般入学試験・
国費留学生等入学試験

事前課題発表 2025年5月2日（金）

出願期間 2025年5月26日（月）～6月2日（月）

第1次選考合格者発表 2025年6月25日（水）

第2次選考 2025年7月5日（土）～7月6日（日）

最終合格者発表 2025年7月7日（月）

入学手続締切 2025年7月18日（金）

2025年9月入学 一般入学試験・国費留学生等入学試験 学内選抜入学試験（第1回） 学内選抜入学試験（第2回） 海外指定大学特別選考
事前課題発表 2025年3月7日（金） 2024年8月2日（金） 2025年3月7日（金） 2024年8月2日（金）

出願期間 2025年3月31日（月）～4月4日（金） 2024年8月26日（月）～8月30日（金） 2025年3月31日（月）～4月4日（金） 2024年8月26日（月）～8月30日（金）

第1次選考合格者発表 2025年5月21日（水） 2024年10月16日（水） 2025年5月21日（水） 2024年10月16日（水）

第2次選考 2025年5月31日（土）～6月1日（日） 2024年10月26日（土）～10月27日（日） 2025年5月31日（土）～6月1日（日） 2024年10月26日（土）～10月27日（日）

最終合格者発表 2025年6月4日（水） 2024年10月30日（水） 2025年6月4日（水） 2024年10月30日（水）

入学手続締切 2025年6月18日（水） 2024年11月22日（金） 2025年6月18日（水） 2025年2月21日（金）

課程 専攻 定員（4月入学・9月入学の合計） 学位名称

修士課程 日本語教育学専攻 50名
和文：修士（日本語教育学）
英文：Master of Arts in Japanese Applied Linguistics

博士後期課程 日本語教育学専攻 15名
和文：博士（日本語教育学）
英文：Doctor of Philosophy in Japanese Applied Linguistics

募集人員・学位

入学時期 入学試験名 出願資格 選考方法

4月・9月

一般入学試験

（コースⅠ）以下「一」〜「七」のいずれか一つに該当することが必要です。
一 日本の大学を卒業した者、もしくは当研究科入学までに卒業見込みの者
二 日本の大学改革支援・学位授与機構により、学士の学位を授与された者、もしくは当研究科入学までに授与される見込みの者
三 外国において通常の課程による１６年の学校教育を修了した者、もしくは当研究科入学までに修了見込みの者
四 外国の大学やその他の外国の学校において、修業年限が3年以上である課程を修了することにより、学士の学位に相当する学位を授与された者、
    または当研究科入学までに授与される見込のある者
五 文部科学大臣の指定した者
六 大学に３年以上在学し、または外国において学校教育における１５年の課程を修了、または当研究科入学までに修了見込みの者で、当研究科に
    おいて、所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた者
七 当研究科において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、当研究科入学までに２２歳に達する者
※中国の3年制大学卒業生は、上記「六」には該当しませんので、個別の入学資格審査を受ける必要があります。
※上記「七」の個別の入学資格審査を受ける場合には、原則として出願締切日の1か月前までに申請する必要があります。

（コースⅡ） コースⅡに出願する場合は、コースⅠの出願資格に加えて以下「一」〜「三」のすべてに該当することが必要です。また、コースⅡは4月入学
のみ募集を行います。
一 出願時に学校*や行政機関の教職員として在職していること
二 １年間の休職が認められることが見込まれること
三 修士課程２年目は復職し、就業しながら在学する見込みであること
※ここでいう学校とは、学校教育法第１条で定める学校をいいます

第1次選考：書類審査
第2次選考：面接試験（オンライン）

学内選抜
入学試験

以下のすべてに該当することが必要です。
・ 当研究科の定める時期に早稲田大学の各学部を卒業見込であること（各試験によって異なります。詳細は入学試験要項を参照ください）。
・ 入学者としてふさわしい資質・能力を有していると認められる旨の、本学学内の教員（日本語教育研究科を本属とする専任教員を除く）の推薦
  が得られること。

海外指定大学
特別選考

当研究科の定める国・地域（*）における本学協定校の中から、当研究科修士課程修了生がいる大学（以下、指定大学）を対象に行う入学試験です。	
以下のすべてに該当することが必要です。  ＊中国、香港、台湾、韓国
・ 入学の意思：当研究科を第一希望とし、入学を強く志す者。
・ 在学している大学：指定大学の学部４年制課程に在学していること。
・ 学歴：指定大学を当研究科が指定する時期に卒業することが見込まれる者。

国費留学生等
入学試験

以下のすべてに該当することが必要です。 
・ 出願時点において、文部科学省国費留学生研究留学生（以下、国費留学生）として採用されていて、当研究科入学後も継続して国費留学生として
  採用される見込みであること。
・ 当研究科への入学を強く志し、国費留学生終了後日本語教育学の発展に貢献していく意思を有すること。

修士課程

入学時期 入学試験名 出願資格 選考方法

4月・9月 

一般入学試験

以下「一」〜「五」のいずれか一つに該当することが必要です。
一　修士または修士（専門職）もしくは法務博士（専門職）の学位を得た者、もしくは当研究科入学までに取得見込みの者
二　外国において修士もしくは修士（専門職）の学位またはこれに相当する学位を得た者、または当研究科入学までに取得見込みの者
三　文部科学大臣の指定した者
四　国際連合大学の課程を修了し、修士の学位に相当する学位を授与された者、または当研究科入学までに取得見込みの者
五　当研究科において、個別の入学資格審査により、修士または修士（専門職）もしくは法務博士（専門職）の学位を有する者と
      同等以上の学力があると認めた者で、当研究科入学までに２４歳に達する者
※上記「五」の個別の入学資格審査を受ける場合には、原則として出願締切日の1か月前までに申請する必要があります。

第1次選考：書類審査
第2次選考：面接試験（オンライン）

国費留学生等
入学試験

博士後期課程一般入学試験の出願資格に加えて、以下のすべてに該当することが必要です。 
・ 出願時点において、文部科学省国費留学生研究留学生（以下、国費留学生）として採用されていて、当研究科入学後も継続して国費留学生として
  採用される見込みであること。
・ 当研究科への入学を強く志し、国費留学生終了後日本語教育学の発展に貢献していく意思を有すること。

博士後期課程

試験の詳細は出願される前に必ず当研究科Webサイトの各入学試験要項をご確認ください。なお、変更が生じた場合は、当研究科Webサイトでお知らせします。

入試の種類及び選考方法

◆一般科目等履修生入学試験
20ページおよび当研究科Webサイトの入学試験要項をご参照ください。

◆中国国家建設高水準大学公費派遣研究生受入制度（博士後期課程、外国人特別研修生）
中国政府が指定する公費派遣プログラムへの申請資格を有し、かつ国家留学基金から奨学金給付を受ける予定がある者を対象に入学試験を実
施します（なお、2025年9月入学者の募集より、中国の大学出身者のみを対象とします）。　募集人数：若干名

その他の入学試験

修士課程
年次 学期 入学金 授業料 実験

演習料
学生健康増進
互助会費 校友会費 合計

1 年
１ 300,000 円 433,500 円 21,000 円 1,500 円 756,000円

２ － 433,500 円 21,000 円 1,500 円 456,000円

2 年
３ － 533,500 円 21,000 円 1,500 円 556,000円

４ － 533,500 円 21,000 円 1,500 円 40,000 円 596,000円

2,364,000円

博士後期課程
年次 学期 入学金 授業料 学生健康増進

互助会費 合計

1 年
１ 200,000 円 332,500 円 1,500 円 534,000 円

２ － 332,500 円 1,500 円 334,000 円

2 年
３ － 432,500 円 1,500 円 434,000 円

４ － 432,500 円 1,500 円 434,000 円

3 年
5 － 432,500 円 1,500 円 434,000 円

6 － 432,500 円 1,500 円 434,000 円

2,604,000 円

入学金・学費・諸会費［2024年度入学者］

当研究科Webサイトからダウンロードしてください。  https://www.waseda.jp/fire/gsjal/applicants/admission/

入学試験要項・願書

入試情報 入試情報
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池上 摩希子教授　IKEGAMI, Makiko
日本語教育においては、多様化する学習者、多様化する
教育方法など、「多様化」について久しく指摘がなされて
います。しかし、「多様化」は学習者の属性だけに見られる
ものではありません。時代や社会の流れの中で、日本語教
育にはどのような目的と方法が求められているのでしょう
か。学習理論や習得研究、関連の諸領域からの知見をも
とに、理論と実践の両面から探究していきます。学習者／ 
教授者といった軸を越え、成人であれ子どもであれ「人が 
ことばを学ぶ意味」そのものを捉えていきます。

研究課題
「地域日本語教育」「年少者日本語教育」「教員養成」

1 お茶の水女子大学大学院人文科学研究科修士課程。修士（日本言語文化学、
お茶の水女子大学）。 2 中国帰国者定着促進センター講師、早稲田大学日本
語教育研究科准教授を経て、2010年より現職。 3『体験学習法の試み』（共著）
凡人社、「年少者日本語教育における「書くこと」の意味」（共著）『日本語教育』
日本語教育学会、『「移動する子どもたち」のことばの教育を創造する-ESL教育
とJSL教育の共振-』（共編著）ココ出版、『外国人児童生徒の学びを創る授業実
践』（共編著）くろしお出版、「「教える／教えられる」関係を越える教室」（共著）

『公共日本語教育学―社会をつくる日本語教育』くろしお出版など。

研究課題
「待遇コミュニケーション」「待遇コミュニケーション教育」
「敬語表現教育」

1 早稲田大学大学院文学研究科博士後期課程。博士（文学、早稲田大学）。 2 早
稲田大学語学教育研究所助手・専任講師、日本語研究教育センター助教授・教
授を経て、2001年より現職。 3『敬語表現』（共著）大修館書店、『敬語表現教育
の方法』（共著）大修館書店、『敬語表現ハンドブック』（共著）大修館書店、『待遇
コミュニケーション論』大修館書店、『敬語マスター』大修館書店、『敬語だけじゃ
ない敬語表現』大修館書店、『大人の敬語コミュニケーション』筑摩書房、『敬語コ
ミュニケーション』（編著）朝倉書店、『日本語教育学序説』（共著）朝倉書店、「待
遇コミュニケーション教育の構想（Ⅱ）」『早稲田日本語教育学』第11号など。

蒲谷 宏教授　KABAYA, Hiroshi
「待遇コミュニケーション研究」は、「人間関係」や「場」に対する
認識に基づく「表現行為」「理解行為」を「コミュニケーション」の
観点から捉えることで、従来の「待遇表現」をさらに広げた研究
分野です。日本語母語話者、日本語学習者の待遇コミュニケー
ションを記述、分析、考察するとともに、待遇コミュニケーション
教育のあり方、研究の方法論、具体的な教育／学習方法などに
ついて、「主体」「場面」（人間関係+場）「意識」「内容」「形式」を
キーワードとして研究を進めています。

小林 ミナ教授　KOBAYASHI, Mina
「日本語を学ぶ」というのは、教科書の文法記述や教師の文法
説明をただ丸暗記するだけの受動的・静的な営みではなく、周
りの日本語をリソースとして取りこみながら、自らの中にさまざ
まな言葉の仕組み（＝文法）を構築していくきわめて能動的・
動的な営みです。そのような営みを支援するためには、実際に
言葉が他のリソースとともにどのように使われているのか、どの
ように学ばれているのかを、丁寧に観察・記述することが必要
です。その成果を踏まえて、コース・デザイン、教室活動、日本語
教師に求められる専門性などについても考えます。

研究課題
「文法教育」「教育文法」「日本語教育のための文法記述」
「言語習得」「コース・デザイン」

1 名古屋大学大学院文学研究科博士後期課程。博士（文学、名古屋大学）。 2 名古屋大
学言語文化部助手、北海道大学留学生センター助教授を経て、2006年より現職。 3『「タ
形」の意味をめぐる議論を日本語教育から考える』益岡隆志（監）井上優・定延利之・高山善
行（編）『［研究プロジェクト］時間と言語―文法研究の新たな可能性を求めて』ひつじ書房、

『日本語教育の過去・現在・未来第3巻教室/第5巻文法』（編著）凡人社、『外国語として出
会う日本語』岩波書店、『コミュニケーションのための日本語教育文法』（共著）くろしお出版、

「複言語・複文化時代の日本語教育における日本語教師養成」『複言語・複文化時代の日本
語教育』凡人社、 『日常会話にあらわれた「ません」と「ないです」』『日本語育』125号など。

舘岡 洋子教授　TATEOKA, Yoko
学習者は自らを取り巻く環境との相互作用をとおして日本
語を学んでいるという視点に立ち、学習者の学びを支援す
るためには、その環境をどのようにデザインしたらよいかに
ついて考えます。学びのプロセスを個人と社会、あるいは
場における関係性の観点から検討します。ことばを学ぶ／ 
教えるとはどういうことかを理論的かつ実践的に考察します。

研究課題
「学習環境デザイン」「協働的学習」「実践研究」「教師研究」

1 早稲田大学大学院教育学研究科博士後期課程。博士（学術、早稲田大学）。 
2 アメリカ・カナダ大学連合日本研究センター専任講師、東海大学留学生教育セン

ター助教授・教授を経て、2007年より現職。 3『ひとりで読むことからピア･リーデ
ィングへ－日本語学習者の読解過程と対話的協働学習』東海大学出版会、『ピア・
ラーニング入門－創造的な学びのデザインのために』（共著）ひつじ書房、『プロセ
スで学ぶレポート・ライティング』（共著）朝倉書房、『読解教材を作る』（共著）スリ
ーエーネットワーク、『協働で学ぶクリティカル・リーディング』（編著）ひつじ書房、

『日本語教育のための質的研究入門』（編著）ココ出版、『日本語教師の専門性を
考える』（編著）ココ出版、『協働が拓く多様な実践』（共編著）ココ出版など。 

戸田 貴子教授　TODA, Takako
コミュニケーションにおける日本語の音声特徴とその教育に
ついて、理論と実践の両側面から考察し、これまで母語干渉に
主眼が置かれていた音声習得の実態を学習者要因・社会的
要因等も視野に入れて捉え直します。また、近年の情報通信
技術の革新をふまえ、ICT（Information and Communication 
Technology）を活用した教育を実践し、大規模公開オンライン
講座（MOOC）のJapanese Pronunciation for Communication
の開発・運用をとおして、日本語学習者の学びを支援し、今後
のオンライン教育のあり方を検討していきます。

研究課題
「音声習得研究」「発音指導」「音声コミュニケーション」
「ICT活用教育」

1 オーストラリア国 立 大 学 大 学 院 人 文 科 学 研 究 科 博 士 課 程 。P h . D（ 言 語 学 、 
オーストラリア国立大学）。  2 オーストラリア国立大学Lecturer、筑波大学専任講師を経て、2006
年より現職。  3『コミュニケーションのための日本語発音レッスン』スリーエーネットワーク、『シャ
ドーイングで日本語発音レッスン』（編著）スリーエーネットワーク、『日本語教育と音声』（編著）く
ろしお出版、『일본어 발음 레슨』Seoul: Nexus Press、『让你沟通自如的日语发音课本』世界图书出
版公司、Second Language Speech Perception and Production: Acquisition of Phonological Contrasts in Japanese. 

MD:University Press of America、 Pronuncia e Accento nella Lingua Giapponese: Teoria ed Esercizi（共著）。
Japanese Pronunciation for Communication.（https://www.edx.org/ ）など。

福島 青史教授　FUKUSHIMA, Seiji
言語教育を言語政策の一環として位置づけ、人、ことば、社会 
が形成する利害関係から、個人と社会の言語計画について 
考えます。日本国内においては、外国人が参入する社会

（家族、学校、職場等）の言語環境の計画が急務ですし、 
「海外の日本語教育」と分類される領域も人の往還が常態
化する現在では、海の向こうの問題ではありません。複数の 
言語・文化を横断する個人の社会参加と自己形成を支援す
る政策提言や教育方法の開発等が課題となります。

研究課題
「言語政策」「市民性教育」「海外の日本語教育」

1 早稲田大学大学院日本語教育研究科博士後期課程。博士（日本語教育学、早
稲田大学）。   2 JICA海外開発青年、国際交流基金日本語上級専門家を経て、
2018年より現職。  3「日系」をめぐることばと文化－移動する人の創造性と多
様性－』（分担執筆）くろしお出版、『複数の言語で生きて死ぬ』（分担執筆）くろ
しお出版、『複言語・複文化時代の日本語教育』（分担執筆）凡人社、『異文化間
教育とは何か』（分担執筆）くろしお出版、「海外の日本語学習者のキャリア形成
―世界市民の育成のために―」『日本語教育』175, 65-79など。

舩橋 瑞貴准教授　FUNAHASHI, Mizuki
私たちの日常的なやり取りには、統語的に不完全な産出や、
特定の意味を認めがたい非言語要素も含まれます。一見す
ると無秩序で取るに足らない事象とも思われますが、そこに
は一定の規則性があり、コミュニケーションにおいて役割を
担っていることがわかります。この理解のもと、自然談話を詳
細に見ることを通して、日本語教育が視野に入れるべきこと
ばについて考察します。それをもとに、学習者がことばの使い
手としてのアイデンティティを確立していく過程において、ど
のような支援が可能であるかを考えていきます。

研究課題
「音声言語によるコミュニケーションの研究」「会話教育」
「自然談話のマルチモーダル分析」

1 早稲田大学大学院日本語教育研究科博士後期課程。博士（日本語教育学、早稲田
大学）。  2 群馬大学国際センター専任講師・准教授、 日本大学国際関係学部准教授
を経て、2024年より現職。  3『日本語教育への道しるべ第2巻ことばのしくみを知る』

（共著）凡人社、「非流暢で自然な日本語－日本語教育の観点から－」『日本語プロ
フィシェンシー研究の広がり』ひつじ書房、 「学習者の母語を考慮した非流暢性の教
育」（共著）『ことばと文字』14、「注釈挿入における発話構造の有標化－言語形式以外
のリソース使用に注目して－」『日本語教育』155号、「口頭発表にみられる修復の日韓
対照分析－日本語教育での応用を視野に入れて－」『国立国語研究所論集』12など。

宮崎 里司教授　MIYAZAKI, Satoshi
現在の研究課題は、接触場面で起きる参加者のインターア
クション問題を分析するとともに、従来の第二言語習得研究
では把握しきれない言語習得の問題を、「サスティナビリティ
（持続性）」をキーワードに、社会的文脈の中で捉える実践課
題を探求しています。あわせて、言語教育政策や移民政策な
どの観点から、日本語教育の支援が行き届かない技能実習
生、夜間中学在籍者、外国人医療福祉従事者、外国人受刑者
などへのアウトリーチ型日本語教育への関心を高め、実証研
究するためのデザインや方法論なども考察しています。

研究課題
「持続可能な言語教育政策」「外国人労働者」「第二言語習得」

1 モナシュ大学（オーストラリア）博士課程。Ph.D（応用言語学、モナシュ大学）。
2 モナシュ大学講師を経て、2004年より現職。大連外国語大学客員教授・日越大
学日本語教育プログラム総括を兼務。  3『ことば漬けのススメ』（第二回国際理
解促進優良図書優秀賞受賞）明治書院、『外国人介護・看護人材とサスティナビリ
ティ:持続可能な移民社会と言語政策』（編著）くろしお出版、『外国人介護職への
日本語教育〜ワセダバンドスケール（介護版）を使った教え方』（編著）日経メディ
カル出版、『持続可能な大学の留学生政策―アジア各地と連携した日本語教育に
向けて』（共編著）明石書店、Language Policy and Planning in Asia（アジアの言語
政策と言語計画）（全4巻）共編 SAGE出版など。

研究課題
「談話分析」「語用論」「異文化間コミュニケーション」「接触場面研究」「やさしい日本語」

1 筑波大学地域研究研究科修士課程。博士（言語学、筑波大学）。 2 早稲田大学日本語教育研究
センターインストラクター（任期付）、関西学院大学日本語教育センター常勤講師、一橋大学国際教
育センター専任講師、一橋大学国際教育交流センター准教授を経て、2023年より現職。 3『接触
場面における母語話者のコミュニケーション方略―情報やりとり方略の学習に着目して』ココ出版、

『「やさしい日本語」は何を目指すか』（共著）ココ出版、『〈やさしい日本語〉と多文化共生』（編著）コ
コ出版、『超基礎　日本語教育』（共著）くろしお出版、『超基礎　日本語学』（共著）くろしお出版、「非
母語話者は母語話者の〈説明〉をどのように評価するか―評価に影響を与える観点と言語行動の分
析―」『日本語教育』177号、「非母語話者との接触場面において母語話者の情報やり方略に接触経
験が及ぼす影響―母語話者への日本語教育支援を目指して―」『日本語教育』145号など。

栁田 直美教授　YANAGIDA, Naomi
人と人はお互いを理解しようとし、そこにコミュニケーション
が生まれます。しかし、お互いを理解したいと思いながらも
摩擦や誤解が生じてしまうことがあります。我々はふだん、ど
のようにコミュニケーションをデザインし、お互いの考えを伝
え合おうとしているのでしょうか。「接触場面」、「やさしい日本
語」、「話し合い」、それらに伴う「評価」など、またそれ以外に
も我々の日常に存在するさまざまなコミュニケーションの課
題について考えていきます。

李 在鎬教授　LEE, Jae-Ho
大規模なデータを統計的な方法で分析することをとおして、
日本語教育学に貢献する研究をしています。具体的には、
１）コーパスのような大規模なデータベースを使い、語や表
現の使い方の傾向性を明らかにする研究、2）人工知能や機
械翻訳の教育利用に関する研究、3）テストの得点を分析す
ることで、日本語学習者の言語能力をはかる研究などです。
これらの研究や調査をとおして、日本語学習者のための教材
開発、言語テスト作成、教授法の開発につなげていきます。

研究課題
「人工知能と共生する日本語教育」「言語テスト」
「コーパスを利用した日本語教育研究」「ICTによる教育支援」

1 京都大学大学院人間・環境学研究科博士後期課程。博士（人間環境学、京都大
学）。  2（独）情報通信研究機構研究員、（独）国際交流基金研究員、筑波大学人文
社会系准教授を経て、2016年より現職。 3『データ科学×日本語教育』（編著）ひ
つじ書房、『ICT×日本語教育：情報通信技術を利用した日本語教育の理論と実
践』（編著）ひつじ書房、『文章を科学する』（編著）ひつじ書房、『日本語教育のた
めの言語テストガイドブック』（編著）くろしお出版、『日本語教育のためのコーパ
ス調査入門』（共著）くろしお出版、『言語研究のためのプログラミング入門』（共
著）開拓社、『コーパス分析に基づく認知言語学的構文研究』ひつじ書房など。

教員紹介 ■1 最終学歴・学位  ■2 職歴  ■3 主な著書・論文
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日本語教育をさらに専門的に学びたいと考えている方、異なる専門分野から日本語教育に
関わっている方、現場で感じる課題や疑問について話し合いたい方等を対象としています

（本講座は日本語教育に関する基礎知識を有している方を想定しています）。講義は早稲
田大学のLMS（ラーニング・マネージメント・システム）および遠隔Web会議システムZoom
を利用し、以下の3つの活動を行います。

日本語教育推進法の施行（2019年）からもうかがえるように、国内外の多言語・多文化は新たな段階に入ったといえます。様々

な領域でこれまで以上に日本語教育学の知見が必要となるでしょう。当研究科ではこの機会を捉え、これまでの一般参加者向け

公開講座の内容と方法を一新しました。すべてのコースにオンラインで参加でき、日本語教育学が関わる諸問題を、最新の研究

成果を元に参加者とともに考えます。日本語教師、市民ボランティア、地域コーディネータ、学校教職員、介護・看護の専門職、自

治体職員など、日本語教育の知見が必要な現場に関わるすべての方、または、そのような現場に関心のある方を対象とし、「未来

を創る日本語教育」に迫ります。以下に記載する「講義型」と「ワークショップ型」から、それぞれの目的に合わせてコースをお選

びください。

春学期  5テーマ10セッション　（ライブセッションは全て土曜日15:00～16:30／日本時間に実施）

テーマ
セルフラーニング／
ディスカッション

ライブセッション
講師

（1） （2）

1 新しい日本語教育の捉え方： （1）外国人就労者と日本語教育 （2）日本語教師と日本語教育関連法 4月  6日（土）～ 4月21日（日） 4月13日（土） 4月20日（土） 宮崎 里司

2 世界の日本語教育： （1）人の移動とことば （2）行動中心アプローチの考え方 5月  4日（土）～ 5月19日（日） 5月11日（土） 5月18日（土） 福島 青史

3 待遇コミュニケーション教育： （1）「敬語」を乗り越える （2）「行動展開表現」を考える 6月  1日（土）～ 6月16日（日） 6月 8日（土） 6月15日（土） 蒲谷 宏

4
「やさしい日本語」と日本語教育： （1）接触経験とコミュニケーションストラテジー 
（2）非母語話者からみた「やさしい日本語」 

6月15日（土）～ 6月30日（日） 6月22日（土） 6月29日（土） 栁田 直美

5 人工知能と日本語教育： （１）機械翻訳　（２）生成AI 7月13日（土）～ 7月28日（日） 7月20日（土） 7月27日（土） 李 在鎬

秋学期  5テーマ10セッション　（ライブセッションは全て土曜日15：00〜16：30／日本時間に実施）

テーマ
セルフラーニング／
ディスカッション

ライブセッション
講師

（1） （2）

1 地域社会と日本語教育： （1）「教える・学ぶ」を問い直す （2）「リテラシー」を問い直す 10月  5日（土）～ 10月20日（日） 10月12日（土） 10月19日（土） 池上 摩希子

2 学習環境デザイン： （1）学びの場のデザイン （2）教室における協働の学び 11月  2日（土）～ 11月17日（日） 11月  9日（土） 11月16日（土） 舘岡 洋子

3
コミュニケーションと文法： （1）「文法」とは何か （２）「文法のためのコミュニケーション」から「コミュニ	
ケーションのための文法」へ

11月23日（土）～ 12月  8日（日） 11月30日（土） 12月  7日（土） 小林 ミナ

4
自然会話と日本語教育： （1）会話の成り立ちを分析的に捉える （2）話し手／聞き手に求められるスキル	
を考える

12月  7日（土）～ 12月22日（日） 12月14日（土） 12月21日（土） 舩橋 瑞貴

5 評価と日本語教育： （1）大規模テストによる評価 （2）クラス活動としての評価   1月11日（土）～  1月26日（日）   1月18日（土）  1月25日（土） 李 在鎬

講義型（コースA）

◆講座内容の詳細・受講のお申し込みは
　Web サイトをご参照ください。
　https://www.waseda.jp/fire/gsjal/open-2/

※各コース終了後、所定の条件を満たした方に受講証明書を発行します。
※開講前、開講中に受講をとりやめた場合でも、原則として受講料の返金はいたしかねます。
※�講座最少開講人数（講座型・15名、ワークショップ型・5名）に達さず、開講しない場
合は原則10日前にE-mail でご連絡のうえ、お支払いいただいた受講料を返金します。
※各講座の開講時間、講座内容、担当講師は次年度以降変更となる場合があります。

〈注意事項〉

・ 受講料 通年（春・秋）：100,000円　半期：60,000円　　定員60名（最少開催人数15名）

・ 受講料 通年（春・秋）：100,000円　半期：60,000円　　定員60名（最少開催人数15名）

セルフラーニング 講義動画、参考資料等を利用し、テーマについて
独習します。

ディスカッション BBS（電子掲示板）を利用し、講義動画で指定された
課題や参加者の現場の課題について議論します。

ライブセッション Zoomを利用し、講義内容、BBSでの議論、
質問などについて、双方向で話し合います。

※�講義動画は前週土曜日に公開され、BBSは月曜日からどの時間でも利用可能です。	
Zoomによるライブセッションは、土曜日の午後（15：00〜16：30／日本時間）に行います。

セルフ
ラーニング
講義動画、参考資料

ライブ
セッション

Zoom

ディス
カッション
BBS（電子掲示板）

※受講に際しては、オンライン講義への参加が可能な環境（PC端末・インターネット通信など）をご準備いただきます。

自身の現場（教育、サービス、地域等）の課題を日本語教育の観点から考えたい方、日本語教育に関する実践的なスキルを学びたい方などを対象にした、より具体的 
かつ実践的な課題解決型のオンラインワークショップです。1回2時間、ワークショップ形式によるオンラインセッションを実施します。

ワークショップ型（コースB）

・ 最少開講人数：5名
・ 講師所属、ワークショップごとの対象、開講形式等はWebサイトをご参照ください。

日程 時間 講師 受講料 定員

10月12日（土）、10月19日（土）、11月２日（土）、11月9日（土） 10：00 〜 12：00 舘岡 洋子、竹内 雪乃、櫛田 ひかる、野宮 公美 24,000円（全4回） 20名

「日本語教師」の専門性とキャリアについて考える
参加者が自分のフィールド（学習者・教室・学習環境など）で日本語教師としてどんなことをしているか、またどうするべきなのかを話し合いながら、今後日本語教師として何を学び、何を目指
していくかを考えていきます。

受講生の声（2023年度受講者アンケートより）

●遠方（国内・海外）に住んでいても、早稲田大学の大学院の先生方の講義が直接
受けられる貴重な場だった

●さまざまな背景を持った受講者同士の交流により、多くの刺激を受けられたこと
に感謝します（講義型）

●自分の日本語教育を見直すきっかけを頂き大変有意義でした。頭の中を整理した
り、新しく何に取り組む必要があるのかを再認識することができました（講義型）

●セルフラーニングの動画を何度も見て、資料を参考に自分の意見をBBSに書き
込むことは苦労もありましたが大きな収穫となりました（講義型）

●フィールドの違う国内外の日本語教師の方や講師の方との意見交換を通して、
普段考えていたことが言語化できた（ワークショップ型）

●日本語教師として、自分自身の今までとこれからを見つめ直すことができました
（ワークショップ型）

多様な学習機会 オンライン講座：
未来を創る日本語教育−理論と実践−
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早稲田キャンパス

19号館（西早稲田ビルディング）
当研究科の各施設があります。

第1自習室（PC室）
自習用として当研究科在学生が使用可能なPCおよびプリンターが設置されています。

第2自習室
当研究科在学生の個人用ロッカー、参考図書、コピー機等が設置されています。

ゼミ室・研究指導室
当研究科在学生の研究活動（研究会、研究指導 等）のための施設です。

リフレッシュゾーン
コピー機、自動販売機、電子レンジ等が設置されています。

早稲田キャンパス

22号館
日本最大規模の数を誇る本学留学生を対象とした日本語授業を行う日本語教育研究センター（CJL）の施設があり、当研究科在学生の実践研究の実習も行われます。

学生読書室
充実した日本語教育関連蔵書を利用できます。　

防音室
音声研究等のための施設です。

施設案内
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